やく ほ 


國譯 法句經 

か し r フしや そん— しや t r フへん かくし や 普み や 5 

彼の 祥者 、尊貴 者、 正遍覺 者に 歸命す 


ほんだ . i 


雙雙品 第 一 


丨か H S の 〇 し J val bt かか V も a 

「〔彼〕 我を E n ら 、打てり、 敗れり、 笑へ と、 斯る思 


そ み. 〇 


しよ ほふ こころみち ア 


若し§?れたる心を以て、？^且っ$はば、其ょ.。し ^ を似てぞ心くべき、これ(一 ^ :^2|の游な，^。(1) 
て、 &の„ ふ、 銳 の ^ を！？ ける ものの 船に 一 「馨 は •にこ Mi ぶる もの？」 と、 ( .# 歡はむ を 


，を 抱かざる ものは 其の 怨解 

•) よ 知 い *フら み 3& み &つ 


i け ^ こころ％ 〇 ものい 矜 知 こな そ r \ 

若し汙 れたる 心を 以て、 言 ひ JL 1 つ 行は ば、 其ょ りし 
て、 纪 の 彼に I •"ふと、 gm の、 ねを! 5 ける ものの 鰣に 
〔隨 ふ〕 が 如し。 3 
諸 法は 心に 導かれ、 心に 統べられ、 が に 似ら る、 〔 A ? 〕 
若し 淨き 心を 以て、 言 ひ 且つ 行は ば、 t よりして、 
樂の 彼に 隨ふ 左、 猶 影の 〔形を〕 離れざる が 如し。 (二} 


覺ら す、 人 若し 之を 覺れば 、g ょりして^^ ひ。 ( a 

( M ) しや dc や 3 く c ん いだ £) しょ こん せつ f 

淸淨觀 を 抱きて 住し、 寒 諸 根を 懾す るふな く、 飲 

^ > い J .5> ラ y A ‘ ：た か だ し ? つ ごんね 


か n to H の 0 し 5 や JR わ 6 y r ST 6 ひ ★ 5 と 

「〔彼〕 我を 罵れ b 、 打て b 、 敗れり、 笑へ り」 と、 斯る思 す V —/ が 如し 


やぶ 2 


食に於て量を辨せす、怠悄にして、精勤足らざる乾、 

ま . C う かか ひ * v う fj な か V 1U 备 う / j 

魔王の 斯る 人を 動かす 石、 猶ほ M の 弱き 樹を 〔動か 


かか >6 ひ 


を 抱ける ものは、 其の 怨解 くる MJ なし- 
雙 雙 品 第 1 


•ふ [; ?? 7く山んいだ ¢ **> 7 しょこん せ 0 おん じ 含 知い ，や } ，こ 

不淨觀 を 抱きて 住し、 諸 根を 攝 し、 飲食に 於て 量を 辨 


圃释法 句 経 

じ、 信心 ぁぅ、 精 動なる もの、 魔王の 斯る 人を. 動す MJ 
なき、 猶ほ齡 の 石山に! J ける が 如し。 (八) 
人に して 煩惱な きもの こそ、 黃色の 衣服を 著く ベけ 
れ 、調 御な く、 實語な きもの、 彼に 黃 衣は 相 さ應 しか 
らす。 {九) 

すで もろ 6 ろ ^ ノろ す X かい あん tr ゆ c T う/ 1 

旣に諸 の」 漏を 棄 て、 善く 戒に 安住し、 調 御 ぁり 
坑語 ぁる もの、 彼に こそ黃 衣は 相應 しけれ。 (10) 
(：非精に於ぃて 5 ||の思をなし、精の上に非精を見 
る もの、 此等 S 邪 思 境の 人は、 〔遂に〕 精を # 5 る こと 
あら じ。 (一 0 
精を 精と して 知り、 非 精を 非 精と して 知る、 此等 3 

(三} 

惡く & きたる 屋舍 は、 雨の •之を 侵す •か 如く、 修練せ ざ 
るが は 愛欲 之を 侵す。 {一三) 
善く 葺きた る屋舍 は、 雨の 之を！ M す i なきが 如く、 修 


練した る 心は 愛欲の 之を 侵す i なし。 {一四} 
此 k に 憂 ひ、 來る 世に 憂 ひ、 惡を 作す ものは Mi 處に觀 
ふ、 彼は 憂 ひ 彼は 悲む 、己の 汙れ たる 業を 見て。 (一 五) 
此 k に 喜び、 來る 世に 喜び、 福を 作せ る ものは 兩處 i:* 
喜ぶ、 彼は 喜び 把は 悅ぶ 、己の 淨き 業を 見て。 (一 a 
此 k に 苦み、 來る 世に 苦み、 惡を 作す ものは 兩處に 苦 
む、 「われ 惡業を 犯せ-'」 とて 苦み、 惡趣に 陷 りて 益益 

群。 § 

此 I に歡び 、來る ii に歡び 、配 を 作せ る ものは 兩處に 
妒ぶ 、「我 福 t を 作せ り」 とて 配 i、 善 趣に 生れて 益益 

SV (一八) 

5 怫詰 を讀 誦する ふ 多し と雖 も、 放逸に して 之を 行 

tt くし や た II んぅし かぞ f fin ) しや 

ふ i なく ば、 牧者の 他人の 牛を 算 ふる * > 如く、 沙 
門 道に 於て # ^ る 所な し。 { 5 

ぶつご どく u ゆ t くな いへ s C ? フ » ふ キゐほ ふ y やぅし や 

佛語 を讀 誦する ふ 少しと 雖 も、 正 法の 隨法行 者たり、 


1</ ? 1 こ ころ f >*3 

貪と 瞋と 又癡 とを 棄 て、 正智ぁ b 、 心ょ く 腺 脫 せる も 

•W よか よ t: やく - 1 ) し D- 6 ん rf .rN f: つ 

のは、 此の世 彼の 世に 著な くして、 一一 こ 沙門 道に 達す 


【一】 取 語 l : { t —I 古 J 0 意 も # 5 り、 法 句 II 註解 窨 11 11 「古の 法、 總 ゆる 
佛 、辟 支佛、 fa 斑の * M の路み f : 4 la Ji 釋 t £ 40 【二 】 Yan pl mas 
間 魔王の 爲 1: 服 t £ ら K ! 、 死 1- 近く、 死 1: 行く、 消え 果 つ 笄の窓 tvf 
り、 【三】 原典 1: て II 「他」 の 字 か 用 ひ、 「智者 か 除 合 - C 他の もの」 と 
釋す 。【四】 見聞し 知 ® - T る 物 85 1: 對 して 壯美な り淸淨 なり S すべ 
- Yt のな り 等の 8! 念 か 抱く 4- 云 ふ。 【五】 眼算典 舌 身 窓の 六 根 か 制 
せす、 此苺銥 根の 門戶な 護 らざる 4 首 ふ。 【六】® と II 煩惱の W 
な リ。 【七 J ts J と II 「精®、 中樞 、要 部」 淬の義 なり、 「非 精 Ji lt 之 
• |: 反して、緊要ならざる部分なリ。【八】「邪思惟」又は「正思惟」か 
其の 分別の ~1 境界」、 範 圃と する の 窓な り。 【九】 取 » |: は、 有萑、 
有利 等の* #) り、 佛の說 沪 れた る敎か 首 ふ。 【10】 「沙門 道の 分 得 
者 |: #) らすご【11〕徑槃に逢マるを言ふ。 


し ? ん ほん だい 

精勤 品 第二 

軋.^^ 财の黻 にして、 m 颭は f の獻な 卜、 傲 si の A? 
は 死す る MJ なく、 放逸の 人は 猶 ほが せる が 如し。 


賢者は 精勤. に 妒て 能く 此 〔の 理〕 を影卜、歡 ? 1 の獻を 

たのし し ? フごん V 4 ろ* f 

樂み 精勤を 悦ぶ。 {ニニ) 

に */.. |./: |1' つね 嗲 5 けん けんし や tf じ rfN あん 

禪圯ぁ b、 忍耐 ぁり、 常に 勇健なる 賢者は 無上の 安 
隱 •涅槃を 於 取す。 ? w 
向上 ぁぅ、 憶 今 く、 〔i を〕 なすに；^, 肌 ひ、 

みづ炉 せい み ち い c r rs ごん かく ごと 

自ら 制し、 道に ょりて 生き、 精勤す る もの、 〔斯の 如き 

ひと ほ i tt ぞうち や •フ 

人の〕 春は 增 長す。 {二 2 ;) 

か 5 c ? r\t r フごん じせい てうぶ < もつ ち しや (|} » うる 

向上と 精勤と 自制と 調伏と を 以て、 智者は 激流の 

> か しう つく 

侵す i なき 洲を 作らん MJ を。 { 5 : } 
愚 (: して智 なき 1 は放逸に呢り、ずぁる“は ?)|;. 辦 1 

さいじや5ちん » .フ ごと 

護る 石、 最上の 珍寶の 如くす。 {一 a 

U •フ いつ ふけ ょくら く あい 1? やく ふけ 

放逸に 耽る MJ なかれ、 欲樂の 愛 著に 〔耽る…〕 なかれ、 

しや. つ ごん ぜんし だいあん らく 3 

これ 精勤に して 禪思 ある ものは 大 安樂を 得べ ければ 


供 勘 品 第二 


固辞 法 知 轾 . 0 

w の ips て褽 為 ふ m 、 f ^ Kr、lln g ぎ、 i き、 i ぅ デ、船へ雛きが#歉はぉを纪むる 


* 


i W フ A く のは L 碩 1 5 ぅ *' ,, ろ ft さ A. せん C V5 や た 

慧の 樓閣に 上 b て、 憂 ある 衆生 界を 〔見る i 〕、 猶 ほ 山 > と 、箭 匠の 箭を 〔矯 むる が〕 如くす® {S 
頂に 立てる 賢者の、 地 ± T の M " 者を il A るが； g し。 {一一 八) 配に m f てられ ^ 枳の耙 を 繼れ たる g の in ; く、 f 』 


/ れひ 


し ゆ t ? フかい 


u o いつ & なか し ^ |1 ごん c t / ひ 4 なか 一 3 わ fl ) ♦一. C う くに のがいで f : y > 

放逸の 徙の 中に あ b て 精 # し、 眠れる 人の 中に ありは 躁ぐ 、■魔王の 領土を 逃れ出ん が ^ に。 


{§ 


て 能く 醒めた る、 斯の 如き 智者は 似 駘 の M 馬を" 遣つ 抑 ふる >と_ く、 嗽 配に して、 配 m l : g を 1 げんと する 

、 i ごと こ C ろご か- ご こころら < 

{元} 〔斯の 如き〕 心を 御す るは 可な b 、 御した る 6 は樂を 


るが 如くに して 進む。 


た いしやく しよ てん 


精勤 一: ょ b -t 制 釈は氟 无の 劣と なれぅ、 ま ^ は A ? に i (一 £ 

は/ u 、 tsi ?、 *-> tl ぃ CV C - > * - i み かたみめ 5 rt i < i 

稱へ られ 、放逸は 常に 賤 めら る。 (含) 見る こと 難く、 微妙に して、 隨處 に 欲を 遂げん とす 
配の 敝るべ きを i れ る！^ は、 歉ゅる 一る！^ ょ、 g - r の； g きの〕：^ i n 、 i がる；^ 船を 

(三 こ 齋 す。 I 蓄} 


1 m 


<► ，，- だ いせぅ 二 n てん II つ て< ミ 

火の 如くに、 大小の-糎 結を 〔避し〕 去る 


し r rs /) ん 


1 55 -VA ftf , た v rf JC そ さと ひく #: v' ri と a ゆ a t ぅ ご か弋ち tp a > e , t 

精勤を 樂み 、怠惰の 怖るべき を 覺れる 比丘は、 退 堕す； 遠く 行き、 獨 b 動き、 形な くして、 船に； 潛 める、 「紀 る〕 


た 1» だ 


るふ 能は すして、 涅盤 に 近づ 


S ) ； 心を 制する ものは 魔の 縛よ- 01 れん。 


1 ) 


【一】 涅槃の 境 かいふ -〇 【一一 J 煩 惱を H ふ、 是れ 煩 tffi ll 衆生の 心 か 纏： こ1*^んご め， フほふ H フげ しんねん さ だ ひ & 

11 H ミ 1 * ‘ 一— 固なら す 〔妙法を 了解せ す、 信念 定—— 人の 


しん »ん だい 

心 品 第三 


智慧は 成滿 する $ なし- 


(S 


0 I - J ろ ••& ん V ん こころめ い . c く ザん あく > も ^ t さと 

心 1: 貪染 なく、 心に 迷惑な く、 善惡 〔の 思〕 を棄 て、 覺 


W 


b たる 人には 怖畏 ある 左な し。 {三 ル) 
i の 身は 水瓶に 似た ぅと 扯 り、 W のが y - ^ MT の *1: 
くにし、 智慧の 武器を 以て 魔と 戰ひ 、勝ち 獲た る もの 
は 之を 護 b 、 住 止す る 1 なかれ。 (四 2 
げに 此の 身は 久しから すして 地に 委せん、 棄て られ、 
倉 識を喪 ひ、 無用の 木の端の 如くな りて。 S 1} 

r く ぞく たい て备 X 含 たい これ かれ 

賊は賊 に對 し、 敵は 敵に 對 して、 此をな し、 彼を な 
す、 邪 路に陷 れる 心は、 更に 大ぃな る M を t の 人に 
なす。 (四 二} 
邸 も夂 も將た 他の 近親 も 之を なさす、 正 1 に 立てる 
心は 更 ! : 大 なる 善を 化 の 人に なす。 S 

【一】 生死 海を 云 ふ。 【二】 堅く |« るな 云 ふ。 

擎甜 歡 四 

Jlfc c のガ 酽と、 彫 獻批 と、 斷の^ k sr とに 勝つ ものは, 

心 品 第三 華 品 * 四 . 


ぞ、 i か 皆 く齔か れ たる！ & を！： i むる ふ〕、 の g 

めつ ごと 

を 集 ひる か 如くなる。 {S S 
'有學 の 人は 大地と、 間 魔 乳と、 阪 A '- 天 见 とに 勝つ、 
有學 者は 善く 說かれ たる 法 句を 〔犯む る， と〕、 巧^！ の 
華を 集む るが 如くす。 (四 五) 
此の 身は 水泡に^ ふべき を： i り、 r # f ; m の 配な biig 
b て、 天魔の 華 箭を壤 \(- 一 ^ : 封 ぞ泥 〔の f 〕 に 把かん 
左を。 {四 六} 
s を撇 みて、 鬆 ff る A ? を ば、」 死 s の 船へ てがる 
ふ、 眠れる 村里を、 暴 流の 漂は し% るが 如し。 (四十} 

:li fc oi こころめ い tr -p く しよ よく め ひと c pm 

華を 摘みて、 心 愛 著し、 諸 欲に 飽くな き 人は、 死 王 之 
を 服す。 {四 八} 
猶ほ蜂の、粑と、纪ぎとを ?1 ^^なく、嗽を船へて护 
るが 如く、 同じく 智者は 村里を 遊 ^ T せょ。 {四 九) 
他人の 邪 di . 〔見す〕、 緲 A " の 妒ぞ 忙を St はす〕 ^ ぽ 


國譯 法句歧 

の 作と 不作と を觀 ょかし。 (五 S 
愛しく、 色 好き 華の、 香な きが 如く、 ぎく 記 かれた る 
語 も、 f を 行は ざる ものには 效な し。 . {五一} 
愛しく、 色 好き 華の、. ir * ぁるが 泥く 、 t く is かれ 
たる 語は、 之を 行 ふ ものには 效ぁ り。 (五 二) 
華 堆ょ b して、 樋 種の 華歡を 泥る が ； g く、 起れ 邮たる 
衆生には、— すべき 善業 多し。 (吾一} 
華 香は 風 (: 逆 3 { て 行かす、 旃棟香 •多 伽羅 香 . , 摩 利迦 
香 も 〔亦 氣 6〕、 善人の 香は 風に 逆 ひて 行き、 良 f は 1 
先に 風を 送る。 {五 B ) 
旃檜 香と、 多 伽羅 免と、. 堪 波羅紀 と、 斯た婆 成 か 射と、 
此等諸 香の 中に て、 戒香 こそは 1 上な れ。 (五 五》 

た ♦* らか 5 せんだ んかぅ ごと そ か. 5 り ? フす くな かい* C くし や 

多 伽羅 香 •旃欞 香の 如きは、 其の 香、 量 少し、 戒德 者の 
皆 1.1 諸 天の 中 1: て 香 ふ i mr 一 なり。 (S 
此等の苑觀ぁり、精撕にして住ぃ、,く證りて、解脫 


せる ものの 道は、 魔 土 之を 窺 ひ 知らす。 (五 七) 
大道に 棄て られ たる, 堆の中 、其處 (: 淨、 る、： 如 
ょき 白蓮 生せ ん 、紙の.^ く、 K のぅち、 5 なる 
凡夫のぅ ちに、 正徧覺 ^ の 弟子は、 智 11 を 以て 光 b 
勝る。 (炎、$ 

【一】 四 向 四果の 中、 最後の 一果阿 確 漢果 vi •除き、 的の 四 向 三果の 人 
か 有學の 人と 云 ふ、 や. «'* て 阿 瞄漢 となる 人な り。 tll 】 M «£ 漢果 
な云ふ、是れ阿羅漢粜な得れ 11: 、死王抑ち魔王か見ることなさが故 


a ん だい 


闇愚 品 第五 


目 ! 11 めた る ものには、 夜は 長く、 疲れたる ものには 

(1), じ ゆん とほ し ? フ » ふし ぐし や りんね ひさ 

由 旬は 遠く、 正 法を 知らざる、 愚者の 輪廻は 久し 


旅 者 若し 己に 勝り、 〔己と〕 等しき 〔伴〕 を 得すん ば、 必 

f: ん r r rv <- L や it 

す m 行せ ょ、 愚者に 伴た る ものは あらす。 (六 一} 


に. ぁ-、歡に ^ 言」-て、盔は群、 ^ 綮懇の斧鬱.|—は、ぎ宏をぎ、|し“ひ、 

ものに非す、況ゃ兒をゃ、況ゃ敗をゃ。 9 1}紙篆の^^るゃ、愚乾はギのポ #< 衝をデく。 {六 ^ 
愚者の 〔自ら〕 恩な 6と 思へ る、 衡これ にょ b て！^; ( - 敗 〔なる & 漱 は、 / 1° に ルに、 ^ i の 配に て纪^ ^ ると 
た.^、 愚 f の獻^ I の 思せ る、 ^ 」そはが乾と分はる|も、撕るが齡肥£和&十六がの一にも嫩！，す。(七0) 
れ。 1 船した る貺氟 は、^ せざる こと 一ら し 1 の ； g く、 

ぐし 5> し や 5 を けんしゃ ぶ (: tt か j M '、 1 \ sii ^ ‘- 

a 者は 生を 終 ふるまで、 質 者に 舉事 すと も、 法を 知ら | 〔 M .; も〕 於に 紙 はれた る 火の in ; く、 衝 りつつ、此和 {: 
ざる J、 猶ほ食 匙の獒 味を 〔辨せ ざる〕 が 如し。 {六 四} | 配 y す。 でこ 
智者は、 假令瞬 咿も 、賢 象に _ 事せば、 紀く配 を 細る |ぎ忠の|4のむる、と、|の？^の撕なる剛は、これが 
ふ、 猶 a 舌の 羹味を 〔辨 す る〕 が 如し。 {$ のぎ m の奶私 を 配し、 r の く。 5 1} 

^ 0 f mff 0 ^ 

一: 生すべき〕 乘 業を 身に 行うて。 fs | らんと & み〕、 ぬに ぁ^' ては S とな b、 ぎ MT の呵に は 
行うて 後悔 ひ、 ^ g 啼哭 して、 k の ® A 船をデ< べき m:. h 供氟を 「一ん と 81 む〕。 i) 
は、 善 M 爲 された るに ぁらす。 5 ) | _i 和 s に、 黯を於 せらと si へ かし、 i て ル す 
行うて 後悔な く、 歡喜悦 豫して 、其の 果報を 受くべ き 'へ き ^; '象すべからざる ¥' に r いて、 ^, 我が # r を 受け 

# 一 ふ^, 4 H 

業は、 善く 爲され たるな-^。 fs ょかし」、 これ 既普のん にして 衡と衝 とは 〔ために S ; 
閣愚品第玉， b 


阈踩法 句經 


長す „ 


は 利 養に 遵， 


ねはん ひ ゆ 

のにして、 一は 涅槃に 引き 行く も 


のな --、佛弟子たる比丘ら此の淤を靶りて蒯畝を鬣 

ばす、 遠 離の ために， 習せ よ。 {七五} 

【一】 由 旬と U 里程の 名、 W 吨 i り 十八哩 |: 至り、諸說一定乜す。 
【二】 一 筒 刀 每 1: •茅 草の 端 !: * p、s li ど 少兑の 食 ^ 取る とも、 其 
の功楢 |1 #く法4行ふ人の功»の十六分の1 |: 1筘らす0 


法を 喜ぶ ものは 澄みた る 心を 以て 快く 阶す 、笫歡 は 
常 {: 聖者の 說 ける 法を 樂む。 f ^ } 
渠 Ha 水を 導き、 箭 1 . iii を矯 む、％^ は祀 を 11^ げ、 

一 賢者は 一 ^ を 調 ふ。 f 八 e 
こ 妮の磐 石の、 風に t かされざる が 机く、 g 忠はぎ 
普と 稱春 とに 動かさる るふな し。 »— ^ 八一} 


賢哲 品 第 六 

t 身の ^ を 把し、 知を纪 むる！^、 航る獻 乾を ぎ、 

& S 6 藍— A ? の f に g へ ょ、 f が g 

V 6 

ふるものには 是 ありて、 非 ある ふなし。 (七 六} 
誠めょ、敎へょ ^ 柄廳の职ょ 1 1 |ざからしめょ、齡 
善人には® せられ、 惡 人には 僧 まれん。 {圭} 
惡友と 交るな かれ、 卑劣 (7)> か r 交るな かれ、 善纪 し% 
り、 尊貴の 士と 交れ。 (夫】 


一 底 深き 池 水の、 澄みて、 濁な きが 如く、 賢者は， 法を 聞 

- ^ こころ t 

| きて 心を 澄ましむ。 f 八-!) 
| 善人は 一切ぬ に 〔s£ 棄て 、良 セは - 死を おひるが 
爲に語 ら す、 樂に 觸れ 、將又 苦に L 觸れて も〕、 歡私 は 
-子 變れる 相 ？ , 現す {なし 0 5} 
j 自の爲 {: も 他の 爲にも 〔氣 を 行は す〕、 ぞをも M; y も 
一國を も、 之を 求む る >と なく、 非亂 にょりて、 どの 和 犯 
を 求む る J なし、 これ ぞ德者 •智者 •義者 なる。 f 八 E) 
人間の 中に て、 * 彼岸に 到る ものは ダく、^ の r の 


■ 


ものは 岸邊に ぁりて 奔馳す 。 f 八 五} 
善く 說かれ たる 免に 隨順す る！ i は、 M 1 え 默き， の 配 
土を 〔越えて〕 彼の 岸に 到らん。 {八 a 
賢者は 黑法を 棄 てて、 白 c 法〕 を， すべし、 家ょり 一: _ 
れて r 家な L 身と なり、 船を 妒歉き 獻鱉の 配！^ て、 
此處 に 賢者は 諸 欲を 棄 てて、 a 1 ' ずな き 身な り、 妙 免を 
求め、 諸の 心 穢 ょり、 己を 淨 ▲くすべし。 (八 七、 八 八) 

J 0 f fpp, PH 

に 靜穩を 得た るな b 。 • 1 

t 一 】祐 欲 ^ 求め、 賭 欲の 爲 |: 閑»な 交 ふるこ i なし • 【二】 浮み 
れ*餌、沈みたる顔 ^ なすことなし-* 【 三】 彼岸と II SM ^ 云 ひ、 
此庠 i ( I 生死， {•云 ふ、 次偈の 彼岸の* も 同じ。 c 四】 所謂 七 菩提 
分 法な り。 【五 洁盡者 i ( I 煩惱な «しれる人の意 |: て«羅漢か 
S ふ 

阶齋歡 席 薪 七 

賢哲 品 第 六 阿 鑼漢品 笫 七 


道を 踏み 終へ、 一切 處に離 憂 •得 脫せる もの、 •ゆる 

てんけつ プん しふな ぅ 

纒 結を 斷じ たる ものには 執 惱 ある^ 〇 なし。 (九 a 
j £〕念ぁる人は槪飯い、^^汜舻を贫綴する{な 

| し、 〔 k iv 〕 の泰を 纪っる が f 、 繫裝擊 の . g 
一を ぎ。 {九 一} 

j t S 物を〕 来 s 稍す る i なく、 知歡 して纪 を ルスけ、# 队 〔仏 
"處 u si にして、 祀な く、} i してぎ 肥 ぁ - c 、 il 打く， i の 

\ t M 4 々か ひ 4 A & は か か ;; 

:: 〔道の〕 如く、 斯る 人の 道を 測る $は難 し。 (九 1 1} 
I 其の 煩 惱ゃ」 悉い遨 き、 把に 歡て絮 が るな し、 r の rmm 
>: は 空に して、： i なく、 恥 して！ く 餡 の sf 
一の〕 如く、 船る A ; の撕を 跳る* とは 衝 し。 ^ 11} 

> L よこん e やく (: や .7 I h L i k ，フ默 

一 諸 根の 寂靜 に歸せ る、 と、 御士に 善く 馴らされ たる 馬 
■の 如く、 儆を氟 て、 煩# を ^ < したる、 11 る A? は 船% も 

{ 5 らや ところ 

羡む 所な 6。 (九 S 

紙 ら di に 緊 しく、 ょく繁 ダ f て gg に 


囤譯法 句 綾 

is ふべ く、 f 土な き 池の 水の 如し、 妮る 人には 輪廻 ぁ 

るな し。 {九 五} 

そ こ 0 ろじ やくじ ? ? そ こ ▲ » <• ごふ t f: cf<r 5> p X 

其の 意は 寂靜な り、 其の 語 其の 業、 亦 寂靜な り、 善く 
奶りてぎ齡を ^ 安紀を得たる此の人の。 (突} 
ss mi なく、 無爲 一: の 法〕 を^り、 且つ 縛を 破れる 人、- 
ml 組を f ち、 把を, てた る、 これぞ 誠に 上上の 人 
なる。 {九 3 
奶. S にても、 船 i にても、 海 にても、 陸 にても、 聖者の 
Itl まる ® J " k 魬ぞ 8しき 2! いる〕。 E 
獻 酽は 船び べし、 どは 鍬 A ^ の邕 まざる m : # 釕の 人は I 
おを說 む、 P は 影を i めざるな-。 (九九 こ 

そんそん ほん rr い 

千千 品 第 八 一 

f ぎな き^ &の記ば、〔ギの&-千な卩とも、パの,- 
いて 寂を 得べき 有 籤の 一語は 之よ b 勝る。 (100} 


1 0 

說 義なき 尤 句の偈 は、 〔其の 馼〕 一千な りと も、 人の 聞 
いて 私を 得べき 一偈 句は 之よ-^ 勝る。 (5 一} 
贤 ぎ ^ きぬ 却の f 一 百 «; 5 を KS . せんょ^ 'は、 人の 聞 
いて 良を 得べき 一！ s 句 〔を 誦する〕 ぞ勝れ る。 {一 o e 

繫ぅに齡て襄 の 船 ^ ？ の t は、 f 誶纪 

つもの、 齡こそ 慰 上 0 7 紙 勝者な れ。 {IG a 
以1:纪てるは、 ||' て1の^^に克てるに勝る、天も 
歉剛！ ^、彫おも、 齡 L 梵天 も、 船の 常に 己を 御し 

みづ ** せい ひ ^ しよぅり てん はい 1 5 わた 

自ら 制する 人の 勝利を 轉 じて、 敗 C となす こと 能は 

す。 〖 i、ls 

M ずし 月に ルに、 千金を 〔棄 てて〕、 犧を供 する こと 百 
奶 、耐 して 又 一人の 己を 修めた る ものを W 養す る こ 
と亂钏 ならば、 此の 阶養 こそ、 彼の 百年の 焚 祀に 勝 

りたれ。 00 六} 

M 5 C し拟陬 にぁ b て、 似 觥にが 斬す る叾百 年、 而 して 


一人の 身を 修めた る ものを 供養す る， と！ 5 | 规な らば、 
此の 供養 こそ.、 彼の 百年の 焚 配 1 : 勝り たれ 。 {l o lj 
妒犧や 、慠 肥や、 *•- の 4一 に i 、 m を 都め る もの、 枞 獻么 
を 行 ふと も、 總て 其の 5 < 9 < 直行 C0 7 A ? を 船 也 - r " るの 
四 分の 一に だ も當ら す。 ( 1 C 八 } 

て mr し、 ||に起を裘驴 ^ には、四 

種の 法增 長す 毒と ぎ と對 とがと。 (I S } 


ば の法增 長す m と 色と 樂と 力と。 (一 02 一 

一 

CIC 6 い ねん を ** 、 * » 1 » -* 一 

人 若し 生く る こ i 百年な らんと も、 汙戒に して 定な一 

かいぐ v \ t -141*” レー 

.ん ば、 戒を 具し、 禪思 ある ものの、 1 H ' 生く るに 如； 


かす。 


50) 


す。 {ニニ) 

人 若し 生く る MJ W 年な らんと も、 9 起 M 5 を 見 すん ば 
起滅を 見る 人の l rr t 生く るに 如かす。 {二 1 1 1 ) 
人 若し 生く る $ r 3 年な らんと も、 不滅の 道を 見 すん 
ば、 不滅の 道を 見る A ^ の 一 H 生く るに；^ かす。 fils ) 
人 若し 生く る MJ 百年な らんと も、 無上の 法を 見す ん 
ば、無上の氣を見る人の一日生くるに：^かず。(11五} 
【一】 事物の 生起滅 $、 卽 ち 生滅を 云 ふ* 


あくご ふ ほん だい 

恶業品 第 九 


人 若し 生く る J 百年な らんと も、 劣慧 にして L なく j 
んば 、慧を 具し、 禪思 ある ものの、 1 0';- 生く るに：^ | 
か t (15 1 


> もむ * </ J ふ 


C C ろ ふ <• 


善業には 急ぎて 赴き、 惡 業ょりは 心を 防げ、 福 業を な 


%の •つ そ こころめ く / JX たのし 

すに 懶 きものは、 典の 心 惡業 に樂む 。 


三 六) 


人若し生くること百年ならんとも、怠惰にし ^, |^1 
足ら すん ば、 堅き 精勤 ある ものの、 l H ' i 生く るに 虹 か 
千千 品 第 八 麻！* 品 第 九 • 


ひとた 4 ひ あ < o ふ な さいさい これ な 金 f 

人假令 惡業を 爲す とも、 再再 之を 爲すな かれ、 作惡の 


欲は 起さ ざれ、 惡を稍 むは 苦な bo 


(i 


ひ*！ f :% v : r ん C ふ な さい « いこれ な さ ぜん よく V こ 

A 若し 善 ^ を爲 さは、 再再 之を 爲せ 、作 善の 欲を 起 


阈課法 句 e 

せ、 善を 積む は樂な り。 


せ、 善を 積む は樂な り。 (一一, 0 
悪人 も、 其の歡 の 未だ 熟せざる 間は、！ i を 見る、 ii の 


熟する に 至る や、 惡人は 禍を 見る。 


{一 5 


善人 も、 其の 善の 未だ 熟せざる 間は、 禍を 見る、 g の 
熟する に 至る や、 善人は 覷を 見る。 {三 £ 
「悪は 我に t づ く、 と 無 かるべし」 とて、 之を輕 視する 

X 奢て 奮み づ V - f IQSb ，5 み ご m ぐ 产 

、とな かれ、 滴滴 水の 落ちて、 水瓶に 滿つ るが 如く、 愚 
者は 少少 づつ 惡を稂 みて、 惡 に 滿 つるに Mi る。 (一二 一) 
「善は 我に 近づく J 無 かるべし」 とて、 之を 輕視 する 

者は 少少 づつ 善を 稍み て、 善に 滿 つるに 至る。. {一一 三) 

< r > ar いお ほ じ ゆ •フ » ん すくな し r fN c あや ふ みち 3 じ ゆ のぞ 

貨財 多く、 從伴少 き 商 估の 危き路 を 〔避け〕、 毒を 望む 
ものの、 毒物を 〔避く る〕 が 如く、 惡を 避けよ。 S } 
手に 瘡傷な くば、 手を 以て 毒を も 此る MJ を 得、 歡は紹 
傷な きものには 伴は す。 爲さざ る ものには 惡 なし。 


( 一 11 S 

人 若し 害心な き 人、 淸淨 にして 執著な き 人に； £.は ば、 
禍の 此の 愚者に 還 b 來る 左、 逆風に 歡 じたる W 麋の 
如し。 f 三 五} 
或は 人胎に 宿る あ b 、 罪 ある ものは 地獄に 墮つ 、 ^j lfT 
の 人は 天に 生れ、 煩惱な き 人は 涅槃に 至る。 {一二 K ) 
空に あ b て も、 海の 中に ありても、 將た山 閒の窟 (: 
入 b て も、 世に 罪業ょ b 脫る べき、 方 所と ては ある 
なし。 f 三 七) 
空に ありても、 海の h にあ b て も、 將た 1111 邮の, に；； < 
りても、 世に 死の 勝たざる 方 所と ては あるな し。 


{三 八} 


た 5 ぢ ? フ B んだい 

刀 杖 品 第 十 

i て 〔¥紀〕 は 航れ、 如て 彫を 船る ^ し 


て、 〔他を -../ 毆つ ふなかれ 、害 ふ なかれ。 {| 二 九) 
絡て 〔 UUSP 鰣れ 、繫齔 てのものの 歡 する 
所、 ds を 嘴 レして！^ を〕 © ii つ ことな かれ、 W ! ふこと 


K は氍を i して 11 、礬の 

，まさるる i 、 猶ほ 火に 燒か るるが 如し。 (||£ 
一 暴 意な く 穿 心なき ものの 中に ありて、 暴を 加 ふる も 


なかれ" 


f : * r . じ p..fN 


1 二のは、 & く 十 の 一に 巧る。 


1 


樂を 求む る 有情を、 刀 杖を 以て 害 ふ ものは、 己 か 艱を 
求めても. 後世に 之を 得る ミな けん。 二三 一 j 


こくつ •フ そん しつ 3 r r フたい 奮 し ? 7 ぢ,ぅし®. う 6 S しんさんら t 

酷 痛、 損失、 形 糖 毀傷、 重症に 逢 ひ、 又た 心 散亂に 


f 二 一一 こ 至る。 


^ %-J .5 じ FT フ fc •フ V や 5 %0 そこ & 

樂を 求む る 有情を、 刀 杖を 以て 害は ざる ものは、 已， の 


1 


f .3 a 4 ^ ふ 二く かう tp しんぞく ほ. 〇 か r いさう 

王！！ に 逢 ひ、 嚴 しき 誣告を 蒙り、 親族 滅び、 家財 喪 


樂を 求めて、 後世 {: 之を #* ん。 


{一 1 兰 } 一 亡 す。 


{一一 一一 九) 


何人に も & 語を 用 ふる なかれ、 受けて は 〔齡〕 取 漱 

に f ん、 褽のお爭？、影 ^: ^ のぎに阶 

れん** fll 


わ t £ ひま a ひ か いへ や T ? フた いやぶ «) ち If ち 

或は 又 火の 彼の 家を 燒く 石 ぁぅ、 形體壤 れて棱 無智 


かれ (1) ない り % ちい 

なる 彼は… 泥犁 に陷 る。 


{一四 2 


ら Ir r r . けつ 囊ん 


{1 1 }裸行も、結 || も、泥も、斷食も、又た露地臥も庵垢を身 


汝 若し默 して 語らざる 左、 破れた る 鐘の 如くなら ば、 

ね はん たつ なん IT ふん n 

これ 涅槃 1: 達せるな 6、 汝に阶 怒 あるな し。 fi ) 
の S を S て ！； i し〕、 ¥を餛1:||る：^ く 、！ f 


しく 老と 死とは 有情の #. , 命を 驅 る。 

刀 杖 品 第 十 


1 


に 塗る こと も、 不動 坐 も、 未 離 惑の 有ぎ を淸 うする こ 
となし。 0 31} 

み ごん じ # び や ラ どう 尨 こ な じ P く じ 4 ? フて . OAJ ^ ん 4-> せい 

身を 嚴飾せ b とも、 平等に 行 ひ、 寂靜 、調 順、 自制 ぁ 

、说 1 :9 r r ^ う V こな |$ いし？5るゐ P い いい いだ 

り、 梵行を 行 ひ、 一切 生類に 對し て = 害意を 抱かす ば 


國费 法旬經 

彼は 婆羅門、 彼は 沙門、 彼は 比丘な り • 0 四 二} 
慚恥に よりて 制せられて、 〔他の〕 批難を 意と せざる 
A 、 良馬の 鞭を 〔意と せざる〕 •か 如くなる もの、 〔斯の 


ざる。 ，四 六} 

飾れる 〔だ の〕 形 艇ど 見ょ、 5 して 成れる 腐 壤 物の 

く to い し ゆび や. フ え ラ i (r 少 し— り ? フ けんじつ あん ぢ ゆう 

塊、 衆 病を 擁し、 fi 種 (■: 測 : t し、 堅實 なく、 安住な 


如き もの〕 誰か 此の世 »: あ b や。 


(一 1 ) きな り „ 


墓 


鞭に て 打たれた る 良馬の 如く、 汝等も 亦專心 •銳 意な 

しん 1: ん V かい C ? つ ごん V んぢ ? プし ? フげつ だん なん ぢ t み ? フ 

れ 、信心 •持戒 •精勤* 禪定 •正 決斷 にょりて、 汝等は 明 
と •打と を 具し、 正が を 有し、 此の 大いな る ぎ 惱に镑 


こ r ? f> し 奮 fc ぅ f フ し,ぴ ? フ せいしょ やぶ 

此の 形 色 や 老朽し、 衆 病の 樓所た り、 壤る べき もの 


み ? フし を U 


I な b 、 臭穢の 身は 損すべく、 命は 死に 終る。 (一 四 八} 
秋の 日に i てられた る斯 t の 也き、 此等灰 白が 骨 行 


(一 2®} : を 見て、 何の 喜 樂ぞ U 


2 S 


{£ % よこぅ みづ みちひ ■« んしや ラ や た •くこぅ ざ い i 

安渠 Hu 水を 導き、 箭匠は 術を 矯む 、木工は 材を曲 


けんしゃ お <2> れ ととの 

げ 、賢者は 己を 調 ふ。 


i 


1 】 地 献 な 云 ふ。 【二】 朦煮 (: 刀 杖な 措く* 【三】 第 八〇愒 II 闻じ < 


らう T ゐほん だい 

老衰 品 第 十 


S - は〕 k に 5 九に〕 燒 かるる に、 g の の獻曹 

なん V こく あん > » なに ゆ & % く C もと 

ぞ 、〔汝 等は. 一 黑閽 r a はるる に、 何故 1: 「智〕 火を 求め 


一骨 行の 都市を 敗て、 肉と 血と に 塗れ b 、 此趑に 老 と、 
死と、 慢と 、禝 とを！^ す。 1 
:於 く钸 6 たる 王 車 も * i び、 身體も 亦た 老に Sh る、 賢人 
| の 法は 老ゆる ことなし、 賢人は、 賢人に 先を 傅 ふるな 

V 。 • (一 N 1}, 

此の 寒 聞の 人は 犢 牛の 如く 老ゆ 、彼の 肉 身は 墦せど 


も、 彼の 智慧は 加は るる、 となし _ 


{星 


~ 屋舍の H 人を 求めて、 之を 看， 如 さす、 灰 5 S ま M ( * 取を 
奔馳 して、 轉た Sc の 生が を 經た り。 

屋工、 也 欹 sl ' i さる、 欺 i 鈀を槲 ふる 叾ぁら じ、 淤が 

かくざい すべ やぶ と .フ^- ? フ こ » め ク いた こ こ 5 し 欠 

桷材は 總て 破られ、 棟梁は 毀たる、 減に 至れる > >1> . は氣 

めい めつ じん た 〇 

愛の 滅盡 に 達せり。 n t 、 15 


おのれ 2 ただ くら ゐた し. 8. 卜- をし f V 

己を 先づ 正しき 位に 立て、 而 して 他を 敎へな •よ、 賢ず 


は勞 する 所 あら じ。 


CIS 


> j れ， •た ♦し ごと よ A の“ 

I : 己を 處 する こと 他を敎 ふるが 如くなら ば、 能く 己を 


制して ^- を抓するを散ん、そは以ぽ挪し雛きが船な 

bo (逢 

己 こそ 己の 依 所な れ 、他 船 g か 妃肌 たる あらん、 齪く 
己を 制する 時は、 得難き 依 所を 得べ し。 ( i ) 
的篇-〇 たる氍 は、 P ^ T じ、 pg たる もの ふ 

? ^,u - ur^ 、■: t l- » f 

力 M 人を 損 ふ S 、 金 睜 石の 麼 尼を 〔俊る〕 が ^- し。 


爱の 滅盡 に達 せ气 0 吾一、 1 
壯時 、梵行 せす、 舭钯を 妒す して、 m の, まざる 
也の 中なる 老鴻の 如くに t ぶ。 {一 S 
壯 時、 梵 5^.觚 せす、 脱 圯を撕すして、沙ちたるボの 

ごと く s こ かこ ふ 

如く、 過去を 託ちて 臥せり。 { i c 

〔一〕！ S* を 指す、 是れ渴 SU 生死 te 雇の 因なる が 故な り、 此の 一 五 
三、 一 五 四の 兩偈は 佛大 « の 後、 初めて 唱へ られ Lt のな りと 傅 

•七 

じ こ » んだい 

自己 品 第 十二 


A のれ あい 


これ tt S 


己を 愛すべし と 知ら ば、 善く 之を 保護せ ょ、 〔人生〕 三 
期の 一に 於て、 賢者は 宜しく 醒 悟すべきな り。 {一 五 七} 
老衰 品 第 十 一 自己 品 第 十二 


m ii じき A ? は k の r 船して、 繫の i むが 觝 く 
する ふ、 蔓草の 其の 覆へ る樹 (: w ける がが し、 ( I 六- J ) 

一备 にして、 pyn は rji く、 s の it 

'て 善なる、 之は 極めて 爲し' 雛し。 ( i ) 


お 5 ぐ しや し ? つじ やみち 


應供者 •聖者 i : にょ-て 12 くる A ? の紀 r 、 fl l の 則 


a lf 法 旬 銪 

に 此^' て 謗る 人は、 ' 肇見 の果 の、 己を 滅 すため 
に 實るが 如し。 {一 ^ w 
自 C ,* 惡を 作せば 自ら说 れ 、自ら 惡を作 さ ざれば 自^' 一 
免 し、 淨 i 7 1 淨と期 に 己に あ り、 自ら 他を 免く する こ 一 


人 11 樂く 臥す、 今 世に も來 世に も。 fl 六 九} 

はぅ瀵 つ ご- V み かげろぅ ご -u み かく ごと せい％ 

泡沫の 如くに 見ょ、 陽炎の 如くに 見ょ、 斯の 如く 世界 

み し ^ ぅ C H み あ /: 

を 觀る ものは、 死 王 之を 見る >と 能は す。 f 一 ^ } 


i) 


と 能は す。 


{S} 


他人の 務は大 なりと も、 爲に 己の 務を忘 るる， とな か 
れ 、己の 務を辨 して 後、 己の t に 專がな るべ し。 (一六 a 
【 1 】葦 |1 花か著け*4結べぱ自ら死す4尨り。 


世間 品 第 十三 

料 v rk を If せ ざれ、 紙 亂の に &ま ざれ、 肌 則 1: 


飯 ぁりて、 •王 泉に 似た る ] Ifc' の ^-' 釈を來 見ょ、 敗 私は 
之に 迷へ ども、 智者は 之 (: 著す る 左な し。 {一七！) 
先に 怠 !) , て、 後 !: si らざる もの、 M 此の世 取を 服す 
を 離れた る 月の 如し。 f ! - b 一一} 
人の 作した る 悪 #: 、 後、 善の 爲めに 覆は るれば、 だ の 


A c 、世を 照す 1、 雲を 蟛れた る坧 の： g し。 


靈 


齓 (1' ざれ、 世事を it 1 良せ しめ ざれ。 


ns 


起て、 放逸なる なかれ、 善行の 法を 修 せょ、 隨法 行の 

ひ -V たのし ふ こ 人せ らいせ 

人は 樂く 臥す、 今 世に も來 世 1; も。 n 六 八} 


人は 樂く 臥す、 今 世に も來 世 1: も。 n 六 八) 
善行の 法を 修 して、 惡行 〔の 1 〕 5? w せ ざれ、 隨法 行の 


此の世界は、 暗 黑 にして、 觀察 〔の 力〕 ある ものは、 

す< な あみ はな 4 り ごと てん の f <& 

少し、 網を 離れた る 鳥の 如くに、 天に 昇る ものは 少 
Lo 1} 

0tfT 0 

者は、 魔王と 其の 巻 堪とを 併せ 破りて 、 ii を ^. , 龄す 


るな b * 


15} 


ゆゐ ほふ こ は ひとら い V 士 •，かん 灸 も 

唯一の 法を 起え、 妄語を 吐く 人、 來 世を 等閑に 思へ 


-のは、 罪と して 犯さざる なし。 


(1 S 


か 導かん とする。 {一八 S 

ゆ 乙 や V んし もつ»ら しゅ つ •じやく 1; ? フ ょ ろ こ 炉く ごと 

勇者の 禪 思に 專に して、 出 離* 寂靜 を - II ぶ、 斯の 如き 


じ ねん ともがら てんかい い ぐに A . そょ し ょぅやぅ 

慈念なき輩は天界に入らす、愚人は施與を稱揚する一 
I なし、 賢者は 施 配を 隨 喜し、 どに ょ b て 彼は 來 世に 一 


し ? フ ^ r く L r fsh ん ひと しょ てん ぅら や ところ 

正覺 •〔正〕 念の 人は 諸 天も羡 む 所な 6。 {一八 一} 
人身を 得る は 難く、 有情の 生存は 難し、 妙法を 聞く は 


於て 安樂な り。 {§ 
世界を 一王の 國土 となし、 或は 天界に 赴き、 有 ゆる 世 
界に 主と なる、 預流果 は 此の 何れに も 勝る。 〇 七 八) 


だ ほんだい 


佛陀品 第 十四 


勝 t > たる ものは 再び 之を 勝つ… 能は す、 其の 勝利に 一 
は i の 世の 何ん も 之に 入る、 と 能は す、 (一) 斯く行 見限 i 
b なく、 跡な き 佛；^ 加！： なる 道に よりて か 導かん と I 


難く、 諸佛の 出世は 難し。 {一八 二} 
( =■ 1 抓の 惡 事を 作 さす、 善事に 近づき、 己の 患を 淸淨" 
にす る、 是れ諸 佛の敎 なり。 {§ 

にんにくかん にん さいじ やぅし ゆぎ やぅね： i ん さいしよ， フ し よぶ ノ 

忍 辱 •堪忍は 最上の 修行、 涅盤 は最 勝な りと、 諸佛は 
宣ふ 、配れ 人を 害 ふ ものは 出家に あらす、 他を 惱すも 
のは 沙門に あらざる が 1 なり。 {一八 四} 
駡ら す、 害は す、# 藥 M 6 提ん叉 に 於て 防! g し、 あに 歡 
て 量を 灿り 、閑ぬ に 坐 臥し、 增ム心 に 住. t 5 る、 是れ船 


する。 


(i) 


其の 網、 其の 欲、 其の 愛、 何處に も 之を尋 ぬべき なし、 

か r r rsb かぎ あ 4 ほ 4 け いか みち 

斯く行 履 限りなく、 跡な き肫 を、 如何なる 道に よりて 


佛の敎 なり。 (一八 五) 

令 A く - C めめ ふら しよ よく f > めた し よよく せぅ み 

金貨を 雨す とも、 諸 欲 1: 飽く {能は す、 諸 欲は 少 味に 
して 苦な^' と、 之を 知る は 賢者な り。 {一八 K ) 


( 5 ) 


世間 品 第 十三 佛陀品 第 十四 


國譯法 句經 

ik の 配 奶に對 しても、 尙ほ 欲念を 起さす、。 覺 王の 弟子 
は 船 歡を數 すを 粼むぃ -S 

ひと ！ si 争よぅ ふ ねん せ t さんりん をん (; •> い r - % 允 i 

人人 恐怖の 念に 迫られて、 山林 園樹制 多に 歸依 する 
もの 多し。 (一八 <} 
され ど 之は 安 隱の依 所に あらす、 無上の 依 所に あら 
す、 i の 依 配 (: 歸 依して、 一切の 纪 よ b 脫るる こと 
なし。 {一八 九} 
佛と 、見と 、 ffl とに 歸依 する もの、 彼は 勝 智を以 て、 四 
轍の 私 iw A - る。 (一九 a 
_ ^< と、 ぞ のぎ 乱と、 ぎの 度脫 と、 ぎ の 滅盡に 達する 

けんし ? 7 し ゆだ 3 

賢 聖八種 道と、 0 九 一} 
f れ安隱 の 依 所、 是れ 無上の 依 所な り、 此の 依 所 !: 歸 
依して、 一切 苦よ b 脫る べし。 {一九二} 
墘 f のん は 斯 難し、 彼は 各處に 生が す、 f の 勇者の 生， 
ずる，、 慶配 其の 族に ぞ る。. 1 


1 八 

諸佛の 出世は 樂 しく、 妙法を 說 くは 樂 し、 僧 衆の 和合 
は樂 しく、 和 1 する ものの 修行は 樂 し。 {一九 a ) 
あらゆる 迷妄に 勝ち、 憂と 苦と を 超えて、 應 供の 德あ 
る佛 又は 〔佛〕 弟子を i 養す る もの、 紙の 如き 得 寂 •離 
价 の 人を iit < 養 f 3 る ものの ^ < 德 は、 何人も^を 算ふべ 

からす。 {5、ls 

【一 】 知® の 對境限 りな 蚤の 意 1: て 無限の 境界 4 知覺し 得る の 意。 
【二】 七 佛通誠 の 偈 4 して 知らる る 有名な* m なり。 【三】 比丘 比 
丘 尼の 大戒を 指す。 【四】 苦 集 ) 1¢ 道の 四諦な り。 

势樂5| 飯 十五 

纪船に 脱 ん、！ 1 於 ぁる のぅちに ぁりて、 紙 如 
なく、 怨念 ある 輩の f に、 怨念な くして、 安樂に 住せ 

ん。 堇 

安 乾に 住がん、 煩惱 ある 人人の 中に ありて、 煩 惱な 
く、 煩 惱ある のぅち に、 煩惱な くして 安樂に 住せ 


ん。 (一九 八) 

あん & く ぢ， .フ 1 く. C ん ひ* v びと ラち よくねん ょくねん 

安樂に 住せん、 欲念 ぁる 人人の 中に て 欲念な く、 欲念 
ぁる ！ S 1 の i - に、 妒念な く- て 安樂に 住せん。 (一九 丸) 
安 也に 住せん、 此の 我等には 粑有 ぁる J なし、 光 昔 
天人の 如く、 喜悦を 食と せん。 { S S 

か ぅ&み 之 ま ，き 1 く ろじ やく 

勝ちて は怨を 得、 負けて は 起居 苦な 卜。 心靜な る もの 
は m 負 1 に 挪 V て、 起居 安樂な 匕 ウ 〇 一) 

占ん ごと ひ しん 3 と つみ (1) をん しふ 

貪の 如き 火 ぁるな く、 瞋の 如き 罪 ぁるな し、 m 集の 
t き & あるな く、 寂滅に 勝れる 樂あ るな し。 (一- 01 一) 

fl * ぎは 黯の ギ 1 S 1I は 藍の 6 1 ?、ぉ を S の M く 


聖者を 見る は 好く、 M じく楂 ひ は 常 1: 樂な り、 愚者を 
見 ざれば 常に 快から ん。 {二 eo 
愚人と 共に 道行く ものには 良き 蛋ぁ b、 愚者と 點 に 

ぢ ゆ* ブ < て 金 知な ぢゆぅ つ n < 

住する の 苦なる は、 敵と 〔同じく 住する の〕 常 U 〔苦な 
る〕 が 如し、 免 者は 同 住 L^ て樂 しきものに して、 W ほ 

しんねん 鲈 ふ £ たの ごと 

親緣 と合會 する の樂 しきが 如し。 (110 七} 
されば 賢者と、 智者と、 多 &の士 と、 重 ぼ を 負 ひ、 1 露 
ある 聖者、 斯の 如きの 善士 、上智の 人に 〔よる Mo、 m 


の 星 道に よるが 如くせ よ" 


( 5 八) 


【一】 玉 It の 合會 して 成れる 此の 《 K か 云 ふ* 次 偈 |: 諸藝と云へ< 


に 知れば、 最勝の 安樂 •捏盤 〔を 得〕。 (一一 0 a 

t/ c/ f ラ さ ; * ! J r フ今 ちそく さい C ? フ ざい しんらい さ. s tr 5> 5 

無病は 最上の 利、 知 足は 最上の 財な b 、 信賴は 最上の 
親族に して、 涅槃は 最 勝の 安樂な り。 {二 0 四} 

どくしょ めう み C やく CP.5 乃う み 9> vu ほ ふ 之つ めう み す 

獨處の 妙味と 寂靜の 妙味と を 味 ひ、 法悦の 妙味を 吸 
うて 怖畏 もな く、 又惡 もな し。 . 兰〇 五} 


も 同 CO 


( 二 0 S 


#> .いげ.？ 》 んだい 

愛 樂品第 十六 


ひし 1 つ v -し よ O b - T あいげ 5 m 

非處に 就きて 是處に 就かす、 利を 棄 てて、 愛樂を 取る 


(二 0 五》 ものは、 是處に 就きた る 人を ^ む {: 至る。 { 5 九) 


安樂 品 第 十五 愛 樂品第 十六 


阀譯法 句經 

愛せる ものと 會ふ i 勿れ、 惡める ものと 〔會ふ ふ〕 勿 
れ、 愛せる ものを 見ざる は 苦、 惡 める ものを 見る も 


亦 〔苦な 


1 3 


されば 何物を も 好 愛する 勿れ、 愛 者と 別る るは 禍な 
6、人に§ なければ 縄 結 ある i なし。 {二 一一} 
愛好より 妒悲生 じ、 愛好よ b 怖 畏生 f 、 愛： £ よ b 脫れ 
たる ものには、 憂悲 なし、 焉んぞ 怖 畏 あらん。 {二 一二} 
親愛よ 5 憂 悲 生じ、 親愛よ 5 怖 畏生 す、 g 愛よ 6 脫れ 


■ Ar SI rr、 一に 鏨し、 黯をデ 、髮 

己の 業を 作す もの、 世は 斯の 如き 人を 愛す。 (二 一七) 

fl ) ふごん V つ ほふ 1# い ねん VC ぞ こころ t んぞく しよ よく 

不言 說の 法 (: 於て 念を 起し、 其の 心に滿 足し、 諸 欲 

V い V やくしん じ ? 〇る ひと しよ.？ 

に 於て 著 心なき は 上流の 人と 稱 せらる。 {二 一八) 
久しく 異境に ぁ り、 遠くょり 健に Ml れ ろを、 親 知 一友 
愛人は 彼の 來 るを 迎 ふ。 {一一 一九) 
同じく、 善業を 作して 此の世より 彼の 世に 赴ける を、 
§< 果は 之を 迎ふ 、愛する ものの 來るを 船邮 の迦 ふる 


たる ものには、 憂悲な し、 焉んぞ 怖畏 あらん。 {一二 11 1} が 如くに。 
喜 乾よ b 憂悲 生じ、 葛 象よ b 怖畏 生す、 喜樂よ b 脫れ一 【 i 】 不 1 
たる ものには、 憂 悲な し、 焉んぞ 怖投 あらん。 (Ills 
貪 恥より 憂悲 生じ、 貪欲よ 5 怖 畏生 す 、 m 欲より 騮 
れ たる ものには、 憂悲な し、 歡んぞ 怖设 あらん。 (二 S 奴を 棄て 、 J 
涡愛 よ， り 憂 悲 生じ、 渴愛 よ-怖 畏生 t 渦 愛より 脫れ t せす、 我 
たる ものには 、憂 悲な し、 焉んぞ 怖畏 あらん。 {二 1 K ) 發れる 忿怒 


{-§ 


【一】 不苣 K の 法と ( I a * 銓不 及の 法の 意 1: て、 視餡か 指 ' T * 


ふんね ほんだい 

忿怒 品筇卜 七 


ふん t t ん (1 な ちろ もろてん けつ C か みや 5し奮 

忿を棄 て、 慢を離 れ 、諸の _結を 超えよ、 斯く名 色に 


執せ す、 我 有な き 人には 苦來 るふな し。 


1 


ざ ふん n せい ころ鲈 くる i せい ごと 

發れる 忿怒を 制する I 、 轉る 車を 制する * > 如くす る 


「 


こ > と でぅ ご L . やい わ n だ たづな A 

もの、 此の 人をぞ 我は 調 御者と 云 ふ、 他は 唯 手 網を 執 


つね ただ そ C つね fl だほ く. 〇 こ 

常に 喉 謗られ、 常に 唯 讚め ら るる もの、 過去に あら-さ 


る ものな. 


(二 一三) りき、未來になけん、而して今もぁらす。 


1 ) 


愛を 以て 克ち 、不善は 善を 以て 克つ べし、 吝嗇の 
& には 仁 惠を以 て、 虚言の 人には、 實語を 以て ^ つ 
•へし。 {二 S 
览 を 語れ、 怒る 勿れ、 些にて も 求から れなば 與 へょ、 


こ じ しょてん * ころ いた 

此の 三 事に よ b て 諸 天の 所に 到れ。 


(ニー ー四) 


if き％. M ,: は f て、… 不死の 配に 到る I 
彼處に 到りて は 憂 ふる 左な し。 (ニー ー 五 w . 
S 2 に 彫 W し、 金 夜に 勤 學 し、 湼槃を 得ん と努 むる もの | 
の廠 1 ’は颳 びん。 1 ご 
e k ^ f 、 ruHa — > て、 ケ出漱 れる ものに 等しから | 
す、 日く 「人は 默 して 坐せ る ものを 謗り、 多く 語る も！ 


备 のがし、 ^ ^ なく * にして、 sf 4 は-〕、 

tr r フい じちに ちた L 1 ぅや 5 * えんぶ., 

.定意 ある ものを、 日 n 絕ぇす 稱揚 する ふ あら ば 間 浮 

fr / w A . く £ へい ご* たれ こ ひと そし 〆 しよ 

提 金の 貨幣の 如く、 誰か 此の 人を 謗り 得ん や、 諸 天 も 
おを 酽め 、槪沿 もね を »* めん。」 1 
射 齡鉅 を 觥 1 し、 r を 齪く鰣 せょ、 射 非業を 棄て て、 
身に 善業を 修 せよ。 {二三 一) 


CS 


、ごふ 位ぅ ご 


口惡 業を 防護し、 口を 能く 制せよ、 口 非業を 棄 てて、 


P 4 に 歡纪を 1 せょ。 1 ) 

意惡 業を 防護し、 意を 能く 制せょ、 會： 非業を 棄 てて、 
意に 善業を 修 せよ。 {一一 三 三} 
敷 者の 身を ぼく 懾 し、 ®！ に' S を f み、 意を 制せる 赀者 


1 


(二 三 三》 


のを 謗り、 少く言 ふ ものを も 亦 謗る、 世に 謗を 受け ざ は、 これ 能く 防護せ る 人な- 


(二！！ 5 


ものな し- 


C 三 七} 【一】 ® 槃の 意* 【二】 俺 婆 塞の 名な り、 以下 四 偈 (1 佛の此 の® 婆 


忿怒 u n . 第！ 十七 


圃譯法 句 &[ 

塞 ^ 敢へ铪 ひし 時の 偈なり • 


< & a ん « !,• 


垢 穢品第 十八 


银 ょり 生じた る 垢の、 鐵ょ 6 出で て鐵を 食む が 如く、 

辦乾 iv il む ものは、 k ll のために S & 


3 > 0 

力る 


霞 


si* い 囊 $ •. u =i えん i し •しや s ji .ft A. ? ett 

汝 、今、 黃 める 木の葉の 如く、 間 魔の 使者 亦汝の 傍に 
立つ、 1 ^ ai T の 門に 立ち、 路資汝 の 身に ぁるな し、 (二 三 五) 
化の噶 ^ の£とな-、龄く斷辦ぃて|^となれ、〔さ 
らば〕 ?!:. i を 術 ひ、 歡 ?T を i れて 、天上が 聖地に 到ら 

ん。 S 3 

M / U t ; w» s i L ,H えん* そ It きた &んぢ*じヤ.？寺フ «- くところ 

汝 、今、 年老ぃ、 閻魔の 傍に 來れ b 、 汝に 途上 休息の 所 


じ > L <* く & どくじ ♦ かを く く & し ^ 9 

卯 ル 神の 垢穢 は諌 誦せざる な り、 家屋の 垢穢は 修理を 


v w i ! し » く & たぃ1ん » うご < S ^ 

怠るな り、 色の 垢穢は 怠慢に して、 防 謎の 垢穢は 放逸 


なり。 


( 5 0 


なく、 路資亦 あるな し- 


言) 


ぎ ^ ^ ® t と ミ ^ く獻 いて S となれ、 〔さ 

らば」 #! ， を拂ひ 、愛 著 離れて、 再び 老死に 入る ふ 

ぁら じ。 (養) 

f 來 は 〔姐 x < の 1 8< を％ る〕 が 如く、 次を. 遠 ひ、 刹那 
船， に、 些づ つ、 己の 泥 穢を？ kn 。 {-11 S 


撕 - A ' i の 垢は！^: にして、 施 者の 垢は 慳貪な り、 (- # は 
氍の齡 な--、 t の 41にも|の&にも。 董) 
ね ょ -〇 も lll i : ^^ i < ぁ b 、 船 虮は龆 '姑の 皆な り、 •此 
の 垢を 棄 てて、 諸 比丘、 無垢の 人と なれ。 clg ) 
M 脱の 於な く、 * SI の inr くに 粼に、 體慢に 、魬齔 に、 自总 


心強く、 汚れた る ものには 生は 易し „ 


( 二 E 


慚 恥の 念 あ b 、 常に 淸白を 求め、 著な く、 自負心な く、 

し ? フ じ ? フし ? 7 いとな LP - ぅ かね 

淸淨の生を營むものには〔生は〕難し。 oi s } 


そこな i •フご 


X VS ひと 办 /: 


(二 S 生きた るを 害 ひ、 妄語を 語^'、 此の世に 於て 人の 與へ 


r 


，: に 八 ■«• 意 じ u t かの みな fc す > ん 1. ゆ ふけ ひ A 

ざるを 取り、 他人の 婦と 交り、 加 之、 飮 酒に 耽る 人、 


i I 、 • 1 I 3 0 t d— i < X Mi 

彼は 此の世に 於て 己の 脚下を 掘る- 


{- M 、 二 $ 


汝 、斯の 如くして 節制な きことは、 邪法なる ことを 
知れ、 貪盟と 非 法と、 畏く汝 を & に陷 るな からん こと 
を。 {二 S 
人は 其の 信仰に 隨ひ 、其の 好む 所に 施を なす、 人ぎ し 
他の 與ふ る飮 食に 對 して 不滿を 抱く ふ あら ば、 把は 


寮 夜に 定を 得る 左 なし。 


童 


かか V % ひ た ねだ つ く か H ち3ゃ 

斯る 思を 斷 ち、 根絕 やし、 盡 せる もの、 彼 こそは 遨俛 


に定を 得べ けれ。 


1 ) 


火は 貪の 如きは なく、 執著は 瞋の 如きは なし、 網は-凝 
の 如きは なく、 流は 愛の 如きは なし。 (一一 五一) 

冗の 配 は K < 6\ 乾は P ■し、 ぎ Afe の 脱は 〔ね 
を 诞く I 〕 粒を 躲 くが 如くし、' i も 〔心を & ふ $ 


は、 詐 ある 賭 者の 骰子を 隱すが 如くす。 

垢 S 品 第 十八 法 住 品 第 十九 


{二 五 二) 


た くわ ％ と つね :• んい こころい / - r そ へ ろ 

他の過を索め、常に愤恚の心を抱くものは、其の§漏 

益益 增し、 g 漏 避には 遠して 1 し。 (一 I 一} 

ぎ ? I には 獻 なく、 imtK sl iQ& J: li *4^,b -r- 、sf 

生は 虎 榮を樂 み、 如 來には /!! 榮な し。 ( i ) 

空中には 路な く、 阶門は 〔佛也 の〕 他には ね ぁらす、 說 

行は 常住なる なぐ、 諸佛 には 動， 著が るな し。 { 二五 五 } 
【一 :! 或 It 邪 M の 法 IX 垢な り。 【二〕 九偈の 註を 見よ。 【三】 琦盡 
と It 煩惱か 菰マ こ i l - て、 阿 5 S 漢果 I : 途 する か 云 ふ、 斯の 如き 人 (I 
煩悃を 盡 して 阿艰 漢泶か 得る： と能 11 す。 

a ふ 4 ゆ 5 ほんだい 

A ? の 默を奶 て i を i する、 藍に ょちて S SI の ^ 

るに ぁらす、 lEi も 邪 & 共に. く 決する ものは IS? な 

i 1 
汝 -? • « ふ ぴ やぅ ど •ブ ft ひ « ふ 金も 

暴なら す、 法 (: より、 平等に 他を 導き、 法に 護ら るる 
智者、 〔彼ぞ 〕 法住& 人と衡 へらる。 (一一 五 七) 


I 


爾課 法句經 二 四 

〔 A? の： 一 ^ 5 くを 11 る、 &〕 ね 1: よりて ^ ぬた るに あら 自制な くして、 妄語を 語ら ば、 捉を剃 ると も 沙門に 
す、漱 銳ぁ く、 き 〔もの、 鍁ぞ と擗へ ぁらす。 A ? 59 し 銥ぁ らば、 ?: fnr ' でか 沙門た- 彫 

ら る。 (二 S 一べき。 言) 

5:? の〕毅くを||るも私だ斯齡歡たるにあらす、法を一人若し總てガ小の惡を制せば、【彼は〕諸惡を制せる 
ぽく1尠 しと 雖も 、身に て どを - ^ 、 良を 等 把に する I によりて、 が 門と 名 けらる。 S 
i なく ば、 恍 こそ 見の 護持 者な れ。 {一 1 }一 = 他に〔食を〕乞ふが故に比丘たるにあらす、一切の 
I ： 人の〕 航の 白き、 〔把は〕 ど によりて 長老た るに あら j 法を 學ぶ も ^ r li 未だ 比丘に あらす。 {一 M } 
す、 斯の ini きは、# 熟して、 空しく ぎいた る 人と 稱一罪 1 S 業 共に 捨てて、 淸淨 行の 人たら、 智慧を 以て 
へらる。 {一 §) 一 世界を 渡る もの、 彼ぞ 比丘と 稱 せらる。 S -U } 
M に諦と •配と •愛と •自 ^^、 ^: 調とあ^化の斯穢“寂默いりとも^にして智なくば牟尼にあらす卜權 
を艇 きたる 斤の!^ 者 こそは 長 忠 ^ 撕 へら るれ。 {§} 網 を IR 1 るが 如く、 a # 法を 取 り、 邪 業を， つる 牟尼 
唯 言 m r あ 6 とも、% 戴 レ き 形 色 ありと も、 嫉 、慳 、誑 心 は、 彼 之に よ b て牟 尼な み、 人 若し 世の * 兩祺 共 1: 
あら ば、 人は# 貌の ものに あらす。 (二 六 二} 知ら ば、 彼 之に よりて 牟 尼と 稱 へらる。 (一一 六 八、 一一 六 九) 
斤の I を 斷 ち、 W 絕し盡 して、 此の 腿 恚を 除きた る智 生命を 害 ふが 故にギ %な るに あらす、 一切 生類を 害 
者 こそは 善 貌の 人と 稱へら るれ。 {一二 一！) はざる が 故 1: 聖者と 名 けらる。 {二 七 0) 


「 


戒禁 によ b て も、 又 多 聞に よぅても、 又は 得定、 
獨 臥に よりても、 聖者の 享べき 出 離の 敗に 觸 るる こ 
となし、 比丘、 漏盡に 達するな くして 自恃 する こと 

勿れ。 {二 七 一、 二 七 二) 

【一】 僅 II て t w 全て U 、 法 1: 隨ひ、 «• !'. 隨 ひ、 大法 小 法の 依 行者と 
なり、身 |: 苦等を知りて、四聖締を见 * と解せり。 【二】 比丘 1- は 
?1 々の 装われ ど、 中 1: 乞 人、 乞 士 等と 譯し、 他 1: 食を 乞 ふ もの 、 S 
« りと なす * 【三】 描 II は、 P り、 衡 は お 4" なり、 桷衡を 取りて 物 
らん i -f &t 0 ll •多.， r , l - 遇 ぐれ It 取 去り、 少けれ If K u 加 
ふ、 悪 ^ 索て て 魯 を 取る も亦斯 の 如 L 。 【四】 B# 法と It 戒定慧 M 
说解脫 智見な 云 ふ、 此の II 等の 世界 1: 於て、 衡、 擧げて 度る が 如 . 
く、 此等 It 內藉 なり、 此箝 II 外 21 なり © 、 斯の 如 ^ i の 法 1: より、 兩義 
共 |: «: 5を云 ふ。 〔五】 内外 上下 铕の別 を 知る の 意。 C 六】 褪者 
の ® 讲， Ariya の aria l: rtr 敵 」 の 怠 #) り、 故 1 : 生命 ^ • 害 ふ 云云 i 
云 ふ* 【七】 四 作浮戒 X U 十三 頭陀 行を 行 ふを K ふ • 【八】 三蔵 
畢か S する か 云 ふ。 


道 品 第二 十 

3 八 r f 慰 s 、 g 四 却は i % の ®” yn 
道 品 第二 十 ■ 


さいしょぅ ■— ^ 鼠)ぐけんし9 り ? 7 そくち. 7 5 いそ.^ 

の最 勝に して、 具眼 者は 兩足 中の 最尊な be (七 a 


知見を 淨 くす るの 道は： k 〔の 道に〕 礼なら す、 犯 架が 
の 道を 踏め、 是れ 魔を 闲惑す る ものな り。 {ーー -fcr c 
汝等 此の 道を 柱けば rf < 盡に達 す ^ は S 齡齡の 〔齡〕 


L なんちら みち -0 

を 知りて、 汝等 のために 道を 說きた 卜。 


{ 二 S 


汝等 のな すべきは 努力な b M 凇は歡 粃な 一 肷の 

ひと こ み も ゆ ま |» く © >* 

| 人に して 〔此の 道を〕 柱く ものは 魔の 縛を 脫る。 ( II 突) 
i 界嫌厭 の 情 起る、 是れ £ 淨に 入る の 道なら。 ( II 七 七} 


い r r フ 


「一切 行は 苦な り」 と、 智を以 て M の 如く 知る m 、 苦 泥 
嫌 厭の 情 起る、 是れ淨 1 :入 るの 道な り。 ( II 夫} 
「一切 法は 無我な と、 智を以 て斯の 如く 妙る m、sa 
界 t 厭の 情 起 y 、 是れ淨 に 入る の 道な り。 (一一 W } 
起つべき 時に 起たす、 若く、 强 くして、 歡你に 歡ぃ 、賢 

し C 3 ぅよ r > こと S の. 7 か.^ いつしゃ も みら 

志 思想 弱くして 事に 懶 きもの、 斯る逸 者は 智の 道を 


B 譯 法句控 

斯 す。 (二八 0) 

配ピ 船し み、 歡を is く挪 し、 がに 不善を 作 さす、 此等 
の 三を！^ ょ b 那 除せば、 諸大 仙の 說き 給へ る 道を 
ぼん。 (二 八 〇 

Il n 震 じ ^ K r れ ば ¢ 1 ? ぶ 、, f 

ぎず と、 二 i の i を奶 名、^! の it 1 す. か M く、 齡く 

pg せょ。 1 
(さ i ? £ の 〕 f ? ft * れ 、歡 り 船を 〔似る j 如れ、 ^ りは 
が ii る、！！ rp i を 似ら ば、 把 参、 露の ^ ふ 
き パと ならん。 01 八 三) 
K ぞの擊 に I す— ^ にて‘ たれざる 船が 
ち ば、 齡の^ ^ ほ Et はる、 乳を！? る稂の 母 牛に 於け 
る •か M くに。 (二 八 四) 
0 c HD の 财ゲ1 を 斷つ 左、 牛’ を 趿て秋 時の 速を！： 折る r か 

ご と ぞんざい と た ま へ S 4 J やくじ や ラ みら C はん ぞうち や 5 

如くし、 善 逝の 說き給 ひし - B 寂 靜の 道、 涅槃を 增長 


11 六 

せょ。 (天五) 
「だ彫に.配^を配さん、歡暑の閒、^1に〔住せんご 
と、 愚ん は 撕く思 惟して 死の 近く I を 覺ら す。 ( x a 
1 ゃ X の— に 0 1 のを、 監 の H し - ± 3 る 
i 、 職れ る 野を 装の 雷 しがる が 如し。 (二八 七) 
t も、 沿 も、 ii も妒； ^ ぁらす、^ i に m へられた 
る ものには 纪族 も恃怙 たらす。 C X 0 
嫩にょ b て ?? b 紀せる 獻齡 は、 此の歡 を 知りて、 捏盤 
に を & く & く g くせょ。 (I 

【一】 八 正道 4 云 ふ。 rll 】 四 i の 謂な リ。 c 三】 佛か云 ふ® 
【 M 】 欲 等の 箭か 除く の 法。 【五】 淨 とは® 盤の 捎なリ 、以下 三偈 
皆 同一の 意 1: 見 【六】 天然 〇 林間 1: 猛职獠 姹等の 危險 * るが 
如く、 食 瞄媲煩 惱の抹 |: も種域の危繾わり、由りて頃惱か林 |: 瞽へ 
たるなリ、或 (1 -< §:1(林)\§ 5. 113(下生)- |- ;1共 |: 又傾糊、欲番 
の 意 * り、 三 四 M 偈考 照。 【七】或は、寂靜 0 道を增县 -££ ょ、涅槃 
tt 善 逝の 耽き 給 ひし 所な り。 

顧， W ! 1 飾 一一 十一 


r 


小 樂を棄 てて、 大樂を 纪 るべ くば、^^ はガ船 を 8 a A て 
小 樂を捨 つべ し。 {一一 九 3 
i に 纪 を M へて、 BS 0* 1 歡 を！ J む ものは、 歡 ^ w f . 
紳され て、 怨僧 ょり 脫るる i なし。 (二 九 1 ) 

& な C 

爲すべ き を 爲さす 、爲す •へからざる，^ ，をず し、 ^! 斯 
にして £ も〕 if 价 なる もの、 ^ る A ? の飢斯 は itT 纪 . V 

(元一 一) 

A ? l 1 に 證ぃて 4 g 群 g し、 ぎ て 二 | 

に pi を衍 5 /§ して 就と^ 0 ぁ b 、^ o A ? の齡 f ょ 一 
1 に 至る* I ) 一 

(£ とを f 、 1 戥を f 、 if ふ ^ 

规も 併せ g びて、！^ m はぎ 1 なきに M る。 1 
船とぬとを齡し'--)銳氣&し、鄰五に藍を 

械 して 婆 羅 ル は 苦な き 1: 到る。 (一 5 C 五)- 

き監の ?^ は歡に觀せ6、擊の射 21 1|に奶す 

廣衍 品 第二 十一 


J ■*/ -U > • 

る 所は 佛 にあり" 


(S) 


■砮の 弟子は 常に 覺醞せ り、 g 穿の 贫 «: ;! に纪す 

•V こ* a a ふ 

所は 法に あ b 。 <«» 一一 «- 




I T»c ch かく * い #• £& ち うや 

Mil の 弟子は 常に覺 醒せ b 、 #n 等の 赛夜 常にぎ す， 


所は 僧に あ b 。 


2 S 


阶 4 の H に ■ T ‘ Q ; gl f 1 ? 髮に 

.p. {1 

影の が m ^ T iT 、 kQ ^ i II & v ^ を 

ぎて。 0 0 0) 
盔の ^ h は il kr iT 、 c ll l! :ev& を 
ぎて。 S1) 

i 和は！！ く、 〔 r」'」p は M <、^& n、p 

1 ; §! は！！ c 、 is ‘むは g く、 B は g に gi ,、 さ 


，よじん 4: ん 分ち い な炉 

れば 旅人た るな く、 難に 陷る 勿れ。 


畫 } 


信 ありて 戒德を 具有し、 名と 富と を 有て る もの ><、af 


■ 


困 課 法 句 ef 

の 選ぶ 所に 隨ひ 、隨 所に 恭敬 せらる。 (ll o a 

歡 A!c は g く 犯は る f 、gE く、 ふ 不窮は il に駙 

はるる i なき、 猶ほ夜 陰に 投せ る箭の 如し* (悬四) 

獨坐 •獨臥 •獨經 m tT て妒む i なく、 鲥 b BS p 鰣 して 

林邊 に樂 しむ もの たれ。 („一0 五) 

【一】 「愛に 人を 生む」 4 云 ふ 旬ょ リ L - c ** ^ 母と 云 ひ、 「我 II 某なる 
王の 子、 5 C I 1 某なる 大臣の 子な リ Ji 云 ひ、 父 ui りて 我慢の 心 起 
る， ょりて 我 tt * $ 父と 云 ふ、 两刹利 王 i ll 斷 A - ** A * の 二、 ■土 i ll 
十二 處 、而 L て 依 :® i li 十 1 i 附 隨 の «{• •供 ris * を 云 ふ •【二】 兩婆細 
門 王 i は斯 常の 二見、 虎 ® . ^ U 此處 |: て (1 )3 , ^* な 指 - f i 註解 * 1: 

一 £せリ 。 【三】 ? 8. 蠹乂 は 裔 答 0 11 釋迦族 0 姓な 2 が故 |1 、釋尊な時 
に II 花 S 佛 i 呼び f : り。 


&んだ 1» 


邪篥 にして、 自制心な く、 首に 黃衣を 鹋 へる 衆多の 人 


こ ^ &じゃごふ ひ & C や ごふ た め ない ， U 

此等邪 業の 人は 邪 業の 爲に泥 犁に 瞳つ- 


■七) 


f JS 〜じ そい しん (一一 L んせ う ねつ 

戒を 破り、 - E 制 心なく して： 信 施を 受 くるょ 6 は、 敗 
して 火熘 (: 似た る儎 丸を 嚥むぞ 配れる。 Tlclo 
人の 怠悄 にして、 衡の縱 を 燃 i る ものには、 四 斬 軔 

ふ 1 r んごふ めんぐ ね え だい 争し だい 

る、 不善 業を 得て、 安臥を 得す、 第三に 毀訾 、第 四 


泥犁品 第二 十一 


ない サ 

に 泥 華。 (震 
不善 業を 得、 其の 趣く 所は 悪% 取れ 财れ たる ものの 

i は 奶ぃ、野は ^ 黯€ふ、さればパふのざ 

た のし 

娛 まざれ。 (111 1£ 
(きが 柿 草の m tt は、 之を 播む こと^しければ、 P を 奶 

しや もん み ^ こ K >こ な i ろ ない サ 

る、 沙門の 道 も、 之を 行うて 宜しから ざれば、 泥犁に 


非 事を 語る ものは 泥犁に 入る、 爲 して 爲さす と 云 
ふ もの も航、 虹 i MT r し HMt ^ f A? 、p 


導く。 


(三 二} 


に 〔あ b ては 同じ〕。 


{_} 


,*1 .5 いつ けが 奮ん ** い »# 5 i rt ん ro .5 轚こな 

放逸なる 行爲 、汚れた る禁戒 、猶豫 して 梵 行を 行 ふ、 
之は 共に 大果を 齎す ものに ぁらす • ( II 11 一 I ) 




かし 斬を & すべく ちを 斯し、 黯 r して 齡姬せ 


過を 過と 見、 過な きを 乳な しと忠 、政 如 W 船け L 船 ^ T 
は 善 趣に 生る。 (一, 一一 九) 

C 一】 諸 玆 要 集 六 六 三偈。 【二】 H 民の 倌 W I: よりて tt す 供養 物 • 

C 三 ¥ 1: 似た る 草の 一 種。 


は 5 いつ 


よ、 そは 放逸なる 恥 iz Mt は r I< を 船す る ふ靛ければ 


なり。 . (一 =: a 
靈は炉 1 r 、 靈は mf に M ネ 、記を 姐 

な < 逢ね f A , / J ふ i L 

く、 作して 苦を 招く ことなき 善業は、 これを 作す ぞ好 

き。 證) 

象の 纂を眾 g に SAM く、 船く pi 名 

いつ なか しゅんじ ，るか < ぢ ごこ 

瞬時 も 逸する $ 勿れ、 瞬時を 忽に する ものは 地款 に 
, ちて 憂 ひ悲む 。 ? 五) 

u X X 

恥づ ベから H るに ぎ‘. っべき に邮ぢ す、 孤 ^ ^ 

し ゆ じ や 5 « くし 吵 む もむ 

せる 衆生は 惡 趣に 趣く。 (ie a 


ほんだい 


象 品 第二 十三 


Kr ? l に pp ^ v へき g - LP ぎ、 S 家 

せる 衆生は 惡觚 に； < る。 (_,ニセ) 
觝なき に がの献を斯し、鋭ぁるに脱を5^、舰覎—一 
せる 衆生は 惡趣に 到る。 (1,11 八) 
沉荦品 第二 十二 象 品 第二 十三 


われは 戰 場に 赴ける 象の、 弓を‘ 勝れた る" 箭を 〔し 砂ぶ〕 

が； g く、 y を ^ 、 n fT ふ r r れ ばな 

I ( I 兰 0> 
〔人は〕 調け たるを に W き 笊き、 封は 鲥れ たるに 
粑るヽが时にて士鰣仅ぁ-^ ^ —鈒ぶは龆鄭一 

fo S !) 

撕 の ®^ れ たるは i く、 ys きこ) s% ぼは 纪 し ^ til 


象 王は 善く、 己を 制せる ものは 更に# し、 (-_ ! ) 
此等 の乘 物に I： 騎 i ては、 A? は〕--) fe M c の f l: 雜る 

二 九 


國 P 法 句 辟 

ことなし、 己を 制せる ものは、 自制に よりて、 〔其 


% しり 1 V ん r や 3 けん しや iu •フ r 5* •フ とも え f 

若し 思截あ る、 善行の 賢者を、 同行の 友に 得す ば、 王 


の處 に〕 達する こと、 猶ほ 馴れたる に 〔騎 りて 行く •か 
扼 し〕。 (I 一三 三) 

護 穀と 名く る 象の、 烈しく 狂 ひて、 禁制し 難き も、 
縛せられ ては 食を 食 ふ i なし、 象は 象 〔の 棲む〕 林を 
愛淼 す。 SIS 

らい だ U ，し 1 くも やぅみ A . てんでん ぐ . C ぐし や く5 

懶惰 1: して 飽食 長 眠、 轉冁 して 臥す る 愚者は、 供 食を 
& て 飼は るる 大豕の i く、 數 數胞胎 に 入る。 c 一三 五} 
» i の •心 曾て、 望に ょ b、 衡 に 隨ひ 、炎に 任せて 流轉 
した b、 我 今日 能く 之を 制する I、 象 師の猛 象を 〔制 


か & 


の克ち 取りた る國 を棄 つるが 如く、 摩 登 伽 林 中の 象 
の i く、 へ。 ， 1 ) 


獨 り 楂む こそ 好けれ、 愚者と 伴た るは なし、 獨り 行ぅ 
て齡妒 を， ぎす 淤れ 、氟鍁 なる 把酽 ポ 札の 象の 如 
くな れ。 (10) 

褽れ ば は® kti る i, L: ^i i 

にも 歡 m は 齡 しく、 一切の 苦を 棄つ るは 樂 し。 # 一 W 
把に 财 たるは g しく、 把に 父た るは 樂し 、世に 沙門た 


るは 樂 しく、 世に 婆羅門た るは 樂 し* 


{ilj 


する〕 •か 如く せん， 


〇ー ニ a 


c r フごん らく 轚のれ〇ころ後ラご なんしょ み ね 

精勤を 樂 とせょ、 己の 心を 防護せ ょ、 難處 ょり 身を 拔 


でい ち 5 A ちゐ ざ. フ 5 と 

•左、 泥中に 陷れる 象の 如くせ よ。 


(三 二 七} 


% しり i v ん r ? 7 けん L 甲 どぅぎ ? 3 と％ え 1 〇 い 

若し 思慮 ぁる、 善行の 賢者を、 同行の 友に 得 ば、 一切 

> なん 炉 くわん re ゆ， ^ かれ tt おこな 

の 危難に 克ち 、歎 喜思傜 して、 彼と 共に 行へ。 f 八} 


起 紀に 到 るまで、 漱を楙 つは 樂、 正？ 信を 樹 つるは 樂、 
智ぎを 得る は 說 しく、 惡を 作さざる は樂 し。 1 ) 

【一 j 辛瓸 •信 度 •仙跎 雄 •印度 河の 流 城 地方 1- して 名馬 か 產マ。 
【二】 不至の 地と は甩 槃の 境を 云 ふ。 C 三】 長老 保 七 七 • I 1 三 〇❷ 

is 術 口 1 齡 一一 十四 


r 


船 落 © 1 A? には、 鬆の氍 r こ i、 靨の g し、 


水流は、 〔此の： I 邪見 /—\ の ^ を藏びゼる。 # j 九) 
〔 i 〕& は 一 埘 m に瓣れ ヽ & II は gr て &V、 がの 粼 
藤の 生す るを 見 ば、 智霖を 奶 て！^ の 松を ^ " て。 ( S Q) 
4 生の 免せ る もの、 S ぐる ものは、 ぎぎげく こと 船 
し、 此の 欲に ？ ffij れ 、樂を だ むる もの、 歡 ず は UW I: 
致る。 . 冨 ) 
欲に 纏 はれた る歡緊、 y に g はれた る § 9: 如 く漱 
馳す 、結 使の 爲めに 縛せられ、 斯撕 Jn に 1 な ふこと w 

し* 靈) 

i に is ! はれた る漱靜 、 g に g はれた る li 姐く | 
馳す 、されば 離 良を 3める把54は、巴が奶谢を1つ 

べし。 S 1-1) 

一林 〔= 欲？ 贶れて 一 iTg : 一に A 1 ' る もの、 鈔の A ? 
を 見よ、 〔縛を〕 脫 して 而も 線 1: 赴くな う。 { Ill Lt ! } 


し ^一康 

賤 しくして、 (一) «? ぁる の鬆 、纪 し A? に r ば、 掀 

がし、 勝し くして、 g し gug に f ば、 F 
苦の 彼を 去る J、 蓮 葉ょ つるん 滴の 4nr し。 f a 

されば 港 i にぎん 「gpir もの JP 

あいょく ね ほ クシ ーヲ 丨 と 

れ 、愛欲の 根を 掘る ぶ、優尸羅を求むるものの、見1 

ナ » 2: 4 tir v^ v vc ゐ \ s •フ & 9.*7 

那を 〔掘る〕 が 如くし、 汝等 m 革の 水流に 折らる るが 

ごと し tt し » 文 やぶ なか 

如く、 數數 魔に 破らる る 勿れ。」 ¥1 3 


由く 芻繫麂 に 铖ら るる 勿れ。」 で 11,1 七) 
臂へば 樹の极 の、 灾び くして、 配ければ、 W ると も # I 

しや5 ごと « い C ふ こ、 i I * 

び 生す るが 如く、 愛執は 之を 斷つ MJ なく ば、 JIfc ' のぎ 积 

® f 。 ! 

三十 六 S 、 黯の鬆 ri は 、 g に 藍せ る lr 心の 

愛欲品饵二十四 


« 驊 法 句 0 

锘や 、木 や、 又は 草に て 作れる ものは、 m 教 a ねを 料 

tt く しよ •フ し少 <<5 ん さいし X 4 とん V やく ところ 〇 ょ 

き 縛と 稱 せす、 珠 環と、 妻子との 欲は 貪 著す る所强 


(一 璧) 


けんし や これ 


贤氪 は、： を •そ 敗く して 〔 W を® i に〕 齠し、 『牛， くして 
解き 難き 縛と 5 1 ふ、 人は 之を 破 6 て、 無 奶 〔の’ とな 
b 〕、 愛 樂を棄 てて 出家す。. (一®) 
i を i し vs 〔 gG — WKf 、髿の 
自ら 造りた ろ 網を 〔下る〕 が *!;- し、 賢者は どを 艇 りて、 
欲な く、 所有 ゆる 苦惱を 棄 てて 去る。 (一 1一四 七} 
先なる 〔= 過去〕 を 葉て、 後なる 〔== 未來〕 を f て、 g な 
る 1 ：= 現在〕 を棄 てょ、 〔斯 くす る ものは〕 生ギ の Sr 2 j 
に i れる？ 、― ff 於ければ、 HI に f お d 
さるる i あら じ。 f nl 四 八} 

1; 1 のた® に縊 v 誔 r て、 黯を g がる W 
は、 r II liiss ^ f A ? は 〔k の〕 獻を i くす 


るなら. (重 
l; i&、&v 今 m? て、 窮 i 忘す、 锨 

は 〔其の〕 愛 念を滅 さん、 彼は 魔の 縛を 斷 たん。 〇一五〇) 
2 )圆 成の 域に 達し、 怖 畏な く、 愛を _ れ 、戴^く、 紙 招 
の 棘を 斷 てり、 是れ 其の 最後 身な (l s jj 

<» い はな ぢ やくさ へ！ fl L く たくみ へ つづ ぇ1> 

愛を 離れ、 著を 去 り、 詞 句に 巧に、 き 綴りた る 文字 
と、 其の 前後と をぎ す。 彼は- A -紀 後 私に して ^ 1 
大丈夫と 槲 せらる。 {一一 1 

(九) ^ tl ft & かあ& 〆 « 

〔我〕 所有 ゆる ものに 克ち 、所有 ゆる ものを 知 b 、 所 
有 ゆる 法に 於て抒 さるる 阶な し、 所^: ゆる ものを ぎ 
て、 (一 〇 が 遨の K に 於て M 1 膨を斯 たり。 謝 
て、 又 誰を か 一: 師と〕 仰がん や。 ( I ; 1 ) 
法 施は、 がか ゆる 舣に縱 ち、 淤 t は、^^ ゆるぎに 
勝ち、 法 私は、 ゆる 鍛に斷 ち、 釕飯 は、 ゅる 
苦に 勝つ。 1 


■ 


■ 


敗は 劣智の A t を - W - へど も (一 一 ^ 駆を おむ る A ? を st I ^ 


r いよく 


こなし、 財欲のために無智乳は其のがを «! 1 ^ |、〔紀 

た そこな ^ C 

ほ〕 他を 〔害 ふ〕 が 如し。 ( 1: 五) 


た あくさ * r. 


そこな 


田は— のために f れ、 C 影 絮 のために 
損は る、 されば i 街の At に 船が る fe 」 には、 起 g 

ぁり。 (雲} 


n ¢<¢3 


そ C . な 


田は 惡草 のために 思れ、 此の證 ⑴ P のために 
損はる、さ，^ば離歡の人に ^. デる〔 ^ には、允1船 
t 。 i 
田は 惡草の ために 損 はれ、 •化の 數卷 ぎ 配の ために 
S る、 さ S S : 凝の A ? に ir 〔 l 〕 には、！^ 船； 

to 重 | 

田は 惡 草の ために P れ、； ^ II fT l ^ のために！ 
損は る、 されば M 11 歉の A ? に齠 rcil には、！ 

f 。 1 J 
沙門 品 笛 二十 五 • 


【1】 v ^ uiks か 『長 老偈』 三 九九 偈の英 誘 1: て：- K •デビ ダ 夫人 
it The poiscner of all rnallk B- d とヤ ^• f >* l ^ vg •な f : マ s • (,• «>• 
の 意欲 欲 ^ の 意 も * ” 【 ll】 ^ £ ^ AnJropogoamoricatunl 
i 云 ふ、 一 6.の香萆なり、其の敎>優尸»と云ふ、三三七偈を見 
バ。 ナ 【三】 • •? :| . 1 : *11 «| # «* #* 、む’ 1|1* |- ©窻*リ。【四】 
vag l : も 森林、 B 林、® 欲 等の 意 わり。 【玉】； £ 箱漢果 ^ 指 -f i 
譯ぜ リ。 【六 JiM 語と 文句。 【七】 文字 ^ 集：® た KJ もの、 卽ち文 
隼と、 文章 中 文字の 前後。 C 八 J 阿擗漢 や IgR や 佛 II 一旦 無 辁坦 
盤 1: 入れ If 、 再び 世 1: 出 * ことな L 、 故 1: 此 等 ^ 指して S 後 .-! I の、 
と 云 ふ。 【九】 諸 ® 要 集 二 1 一 偈 、ィチ ゥッ， カー ーニ 俱、 •▼ ハ 丨 
プ ッ が( 大品 二の 六參 照。 【一 0 】愛 欲 愛會な 盡 - r :i l : て 阿 *!? i 漢 
枭 を ふ。 【一 一】 波 岸に 途 t £ ん 4诹 へる 人* 


C や秦ん ほんだい 

沙門 品 第二 十五 


:?; 4 ぼ P 、づか 


眼を 以て 〔自ら ^ する は 善く、 耳を ^ て i ^ ^ fc す 
るは 善し、 鼻に ょ b て攝 する は ^ 1 く、 街の ±^ に 〔 gy 〕 
攝す るは 善し。 言 〇 ) 
が に f 齡 する 秦く、 £ fe ; て獻 する は 賢し、 r 
W て懾 する は 善く、 一挪處 に 範す るは # x し、 一挪 船 に 

三 三 


國譯 法旬經 三 四 

攝 する 所 ある 比 54 は 諸の 苦痛よ b 脫 る。 ( I 兵 こ を も受 とせ ざれば、 人は 彼を 比丘と 呼ぶ。 (IIH (七} 
手を 防護し、 足を 防護し、 語を 防 謎す るは 防 謎す るの 比丘の 慈悲に 住し、 佛の敎 を 悦 V る ものは、 靜穏の 
r なり、 £ に 敗 あ り、 定：： bb 、 獨 居して、 P る MJ を 知一處 、諸行の 息 止、 安 氣を 得ん。 {一兵 八) 
る もの、 彼を 。 莫-一 ご 比丘、 此の (■) 船を ず め、^ ま ば 汝の 〔船〕 は疾く 走ら 
比 E < の、 口を 防護し、 適度に 語りて、 二 一 調戯な らざ へん、 貪欲と 瞋恚 とを 棄 てて、 其よ b 汝は 、涅槃に 達 
る 彼れ、 〔若し〕 法と義 とを 明 さば、 其の 說く 所は、 せん。 c § 
把ぼ なり。 CIK a g 五を 斷ち 、さ 五を 棄て 、更に 3 五を 修 せよ、 8 
法を 船 園と し、 法を 樂み 、法を 思惟し、 法を 憶念す る |五著 ^ < 越えたる比 £ < は、暴流を渡りたる〔人〕と稱せ 
比丘は、 正 法よ b 退墮 する i なし。 賞 B ) | ら る。 (量 
ど の, る 船は r を 紙ん せ ざれ、 W の 〔 # 5 る 配は f を〕 一比ぞ、禪思せよ、怠惰なる勿れ、心を諸欲に迷はしむ 
i まざれ。 他の 一斯 る 所を〕 羡む比 £< は 安定を 斯る >と 一る 勿れ、 怠惰に して 〔地獄に 堕ち 熱〕 鐵九を 嚥 む 勿れ、 
なし。 (璧) I 〔歡 火に〕 燒炉れ て 「苦し」 と 叫ぶ 左 勿れ。 (§} 
斯 v ot 船 少しと 雖 も、 しどを!！ んせざ れば 、諸 天 智な きものに 禪な く、 禪な きものには 智な し、 若し 人 
は、 此の S 敗 •活午 P 屈撓 〔の 人〕 を！！ S す。 {-美} に禪 と智と あら ば、 彼は 涅槃に 近づけるな り。 (51) 

み ? 7 し 奮. 7 へ V い すべ が 7 ねん 耄た f EL ) そ せ めつ くぅ をく い こ〇ろじ〇-くじやぅ CF く t さ a ふく. C A. 

名 色の 上に 於て、 總て我 有の 念な く、 又 £ 其の 消滅 空屋に 入りて、 心を 寂 靜に したる 比丘、 正しく 法を觀 


r 


d つ t らく にんがい 5 へ V' 

察せば、 其の 樂人界 の 上に 出づ 


察せば、 其の 樂人界 の 上に 出づ。 {三 - tl a 
A ? 若し〕 ■のが r : ょ-て、 艱 . i を S すれ 
ば、 〔法〕 喜、 & fe を 斯、 f れ 1; の、 避 r す 
る 所な り。 蓄】 
此處に 之は 此の 敎に掀 て、 智 ぁるが £ < の ^ 1 つ f す ベ 
き $ なり、 諸 根を 防 謹し、 汜 る… をが り、 漱を以 て 

か >ゴ2£, 、 ぼり 一う U 、 し？ じ？ せいく 5 し？ ごん 

〔自ら〕 攝す 善良なる 友の、 淸淨に 生活し、 精勤なる 


ものと ? I れ、 影を ^ 、髿を 鉍 r ょ。！！ f く 獻 

r & ほ くなラ 〇 く いた 

喜 多くして 苦 惱を盡 すに 至らん。 寒 五、 一-一 卞； 0 
调み たる ? 拔師 の歡を 纪っ るが M く、 船く si ぬ 


と購恚 とを 棄 てよ、 諸！^ 丘。 ( lll ^ J 
がを8 かにし、 かにし、 i く i 7 II . U 7 して 4一 對 
を棄てたる比丘、ねを纪良1;のパ；一とぞふ。 cill -JC } 
skp MV i 、 S れ p fl め ょ、！ ^3 ょ 、紀 く 〔せ ば 
汝は〕 自ら 防護し、 正が が b て ^ II • に 脱 - If - 5 ん 。(一一 一 * ) 
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げに 己は 己 0* 主、 げに己 は 己の 依 所な り、 されば、 

おのれ でぅ ご し ? ?、* ，や 5 め T .7 ご ごと 

己を 調 御す る こと、 商 估の 良馬を 〔諷 御す る〕 が 如く 
せょ。 1 

く. c ん r 汾ほ ほとけを しへ よろこ びく じ や， fc ん ち しよ y T フ 

歡喜 多く、 佛の敎 に悅べ る 比丘は、 靜隱の 地、 諸行の 

そくし あんらく え 

息 止 •安樂を 得ん。 { I X こ 
比 H < 、年少な 卩 とも、 淝 ??:: 虹 L ： 撒 ば、 鍁 妝 の！ I 陬 
を 照す I 、 雲間を 出で たる ;■!;• 輪の. 如くな らん。 {一 X 二) 

【一】 豳戯 又 II 掉 取 it 云 ふ、 心の 泞さて 落 著 ' 5" ざる 狀態を 指して 
云 ふ。 【二】 淸淨な る 生活を 班む 人 か 云 ふ。 【三】 名 色を 指して 
S ふ。 【四】 此の 身よ W 邪 思惟の 水を 除く を 云 ふ。 【五】 五 下 分 
結、 欲并 じ*マる五稍 0 煩惝、欲并貪.瞋，身見*戒禁取見*疑〇 
【六】五上分結*色無色0上二羿 |: 诹す.〇五秘の煩惱、色界贪*無色 
界食 点 •捣擧 •無明。 【七】 A 根、 信 念 •定 •慈。 【八】 五 種の 
著、 ^ •域 •¥博1。 【九】 vlks . 
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黑 じて ち ■を％ れ、 (_ # 觀、 辯. が嫩 


國 1¢ 法 句 絨 


を證れ ば、 婆羅門、 汝は S 無 爲 〔の 法〕 を 知らん {天一一 一) 
婆 羅 H 、 若し 〔止 觀の〕 二氣に 於て、 彼岸に 達する 時 
は、 此の 智者の 愛 結は 總て盡 くるに 至る。 C X S } 
人に S 彼岸な く 此岸な く、 彼此 k 岸 洪にな し、 怖畏 
を ti れ 、愛 結を i きたる、 斯の 如きを 我は 婆 羅 ifi 


辘羅 門を毆 つ 勿れ、 婆羅鬥 は 〔毆 たるる とも〕 怒を 發 
つ. i れ 、禍 あれ、 婆羅門を is つものに。 更に 禍 あ 


れ 、一: 毆たれ て〕 怒る ものに。 


W 八 九} 


呼ぶ。 


墓 


婆羅門 若し 心を 其の 愛好 〔する 所〕 ょり 遠 ざ くれば、 

; 之紀 に 小なら ざる 利 #. T あ り、 〔他を〕 害する f の 消 ゆ 
る 毎に 苦惱 亦隨つ て滅 す。 i } 


禪思 ありて、 離 垢を 求め、 所作 已に辨 じて、 漏 ある 
なく、 S 最上 利に 達せる もの、 我は これを 婆羅門と 

w ぶ。 墓 

ひ ひ & X 〇 — ょる かがや ぶ ふく せ？ し ゆ ひか tf ん 

H は 迸 照 b 、 月は 夜 輝く、 武服 せる 刹 利 種は 光 ぅ、 禪 
思 ある 婆羅門は 也る、 され ど佛は 其の 威光を 以て 總 
て瘙 夜に 光る。 1 
惡業を 除ける は 婆羅門、 行を 寂に せる は 沙門と 稱せ 
らる、己の琴&穢を棄てたるにょりて、彼は出家者 


>稱せ ら る- 


1 


る 毎に 苦 惱亦隨 つて 滅 す。 1 
人の 身 {: も、 _語 にも、 : ti にも、 惡作な く、 三 處に攝 する 
一所 ある、 我は 之を 婆羅門と i •ぶ。 {一一 一九 一} 

一 〔人 若し蜥 〕 より 〔聞きて〕 佛の說 き 給 ひし 法を 一ら ば 
:此 〔の S 1 -' を & ふこと、 婆 羅 m の火祠 を 〔敬 ふ〕 が ： i く 

せよ。 (H 5 U 11) 

婆羅門は結鍵と姓と生とに依るにあらす、人に諦理 
と 法と あら ば 把は 淸白な り、 又璀羅 門な b 。 ( i ) 
思 者よ、 結 M は、 汝に何 〔の £一 か ある、 皮衣は 汝 に 何 
〔の 用〕 か ある、 汝は內 に 愛 著を 〔敗き て〕、 唯 外を ^! 


うす。 (一- 5 C 1 ) 

繫を ぎ たるが ?^ て、 MT 蟹 r るに i-、 g 
卜觀に 〔 A 1 * 〃て〕 影せ る も Q' 以 を！！ は^ f M 6 if-o 


呼ぶ。 {1} 
忿怒な く、 私. がり、 姒ぁ b、g を g れ 、 w 謝して、 龆 f 
身に 達せる もの、 我は 之を 婆羅門と 呼ぶ。 {岂 3 


晔ぶ。 


重 


( ^ は(セ) ^ &盟の扁ょ.。§3で、〔|^£の〕姬ょ 
b 生れた るの 故を 以て 婆， 門と W ぶ， となし、 組が し 
我 有 ぁら ば、 彼は 〔我を〕？ 擀と 呼ぶ の 把な b 、 祀有な 
く 取 著な きもの、 之を 我は 婆羅門と 呼ぶ。 つ ^ ハ} 
所有 ゆる 愛 結を 斷ち 、怖る る rr ! なく、 著を 紀え 、，を 

i れ たる もの、 篆 を ぶ。—} 

S 紐と 緖と藏 とを、 ^; に M < する ものと 把に、 ^ f > せ rr 
ち、 梁木を 摧 きたる 智者、 われは が の 人を 婆， mil: 
ふ。 1 

影 髮 も！！ る ことなくして _し、 « 


荷葉の 上なる 水の 如く、 錐の M- なる ^ , 粟の 加く、 乳 鍁 
に染 せざる もの、 我は 之を 婆羅門と 名く。 宵 QI) 
己の Sc 惱の敷 處 I: 滅 ぶる を： kb、 獻&を 縱 し、！^ を 
離れた る もの、 我は 之を 襖 羅 iri^ l- 5 。 {四 0 二} 

P ?、 罢 t て、 p r % へ、 態. 和に 顏 

せる もの、 我は 之を 婆羅門と 呼ぶ。 {四 0 a 


し ゆつ けにん 


め CA だ i じ U 


在家 人に も、 出家 人に も、 其の 陬 {: 7 混 ^ 1 す、 蒙な く 
して 遊 斤し、 烫 4 きもの、 われは がの A ? をぎ 一|£ と 

云 ふ。 {四05} 

弱きも强きも、有情に紙して刀把を加へす、么を ?1 :^ 
石な く、 將た殺 さしむ る 石な き、 此の 人を 和は 梁 羅 W 


I V ■- ' I CJ <• こ i JJ £ a X 

忍 力 あ b て、 心 猛き 人、 われは 斯の 如き 人を ^ , 羅 門と と 呼ぶ 0 


{ i } 
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船 釔あ る A ? の 卿に あ-て 敵意な く、. 暴 者の 中に あ^' 
てが！ T かに、 磐が る A ? Q ¥ に t て g ff ふき ^ 

を 露 Ki 松く 。 8 ^ 

At の g と、 8 と、 と ¥ £; 落つ！、 M の S : 粟 
. の泥 くなる、 を！ 4 く。 1 广 
f ならす、 實義を <5 みて、 眞な る* 語を 吐き、 之に ょ 一 
b て愉を 怒らしむ る ことなき、 われは 之を ^ / l p ^ と j 
.能 T , 。 言 八} 

Z ょ さ みじか 1<.? ^ 、 

比の 世に ありて、 長き も 短き も、 小なる も大な る も 
善き も！^ きも、 與 へられざる を 取る 左な き、 我は 之を 
1: 羅 £と铂、 1 
i の 诋 にも ^ の 世に も、 欲望 あるな く、 意樂な く、 繫 一 
嫩 を 離れた る、 我は 之を 婆羅門と 云 ふ。 C 四 一 s j 
w に ^" 紀な く、！： & ありて、 疑惑な く、 不 i の 取 處に 
到れる、 此の 人を 我は 婆羅門 >-1 •ぶ。 ¢511} 


f に 1 も、 1 に 〔一れ て：、 f 悦し、 避 

なく、艇なく ^ 髿るものふのが」微は|^|:と 

1 :ぶ。 {21 二} 
なき 用の M く £i !g く、 澄み、！^ なく、 齡 IT の 
が i きた h 、 i はおを！* mi 船 t 3 fo 
妃 の胍 f 4 嫩 &。 嫩 1 か酽 を & え、 •膝-て 彼岸に 到 b 
f ! 心 t て 、 i なく” sr 、 mi : なくし fetii せ 


る、 我は 此 〔の 人〕 を !'•> んで 婆羅門と 云 ふ。 


® 四} 


こ こ しよ 欠く す いへ はな ゆ苳ぅ •"一 “， r は N : 

此處に 諸 欲を 棄て 、家を 離れて 遊行し 欲 有を 滅 した 


ひと これ われ ぼ らもん X 

る 人、 之を 我は 婆羅門と 呼ぶ。 


{四 5 


C 四 S , ft に^^ - J , て、， を 離れて 遊行し、 愛 有を 滅 した 


04 tt zt w C - (/ J 

る 人、 我は 之を 婆羅門と 呼ぶ 


CS 5 


- ru^M » |> く f -C L いい t く 1 あら 

A ' 3 ^の綁 を II' て、 天界の 綁 を 超えた b 、 所 ^ ゆる 繫純 


を 齔れ たる 人、 我は 之を 婆羅門と 云 ふ。 


重 


らく ひらく す しや •プ 今やぅ 令 ぅ V つ •ぁ >0 — 

樂 と 非樂 とを 棄 て、 淸 涼に 歸 して、 有 質な く 所有 ゆ 


「 


る に ちた K IT V M はぎ A? を！ t&p 

? ふ。 (四 一八) 
，v 5 C や 5 し o r IN c t ふ v 5> く ll A. y A. し， ち 

總て 有情の 死と 生と を 知り、 執著の 念な き 善 趣の 智 
者、 我は f を 婆羅門と 4- ぶ。 ( S 丸) 
製 も ^ ir A \ i も、 k の rm を iV 知るな 
し、 妃の盔 q |:錾、 11 ふを！ v 1} 

彼の ㊈ 去に も、！^ にも、 舻た IS にも、 BS . が 矿 とす 
V きものな し、 我 有な く 取 著な き、 我は ねを ^ 羅 化 と 


a t てん かい あく み 丨ら 意ん C A. %• /; 

宿世を 知 b 天 界と惡 趣と を 見、 更に 生の 滿盡に 到 り、 
智の 極！： 達した る牟尼 にして、 總て果 すべきを 果し 
たる 人、 我は 之を 婆羅門と 呼ぶ。 ( S 1 } 


呼ぶ。 f ) 

ai fo だいせん しよ， しや «r よく ゲく t 

最 雄、 最勝の 人、 * TJ 士 、大 仙、 勝者、 無欲に して 學を忠 


•T し や h K CH. ぼら 秦ん X 

r たる 智者、 我は 之を 婆羅門と 呼ぶ • 


© 一二) 


c 一 】 此の® 以下、 依 毎に 「整 《 門 J 0 語を 用 ふ、 是れ印 度 wtt 中の* 

羅門を 指 ' r lt * らす して、 煩！ 滅し惡 業， v 除きた i 人の 義 に 用 
ひれるな 3^ 【二】 涅槃の 招な り。 【三1法句鋰註解書 |*- |1 、彼 
庠 此岸、 彼此 岸 ^ 、内の 六 人、 外 0 六 入、 内外の 六 人な り 4 解 I 、 ァ 
ンデ *< せ 〆 li 、 來生 、此 生、 及び 全 一生な りと 註し、 而 tal を 存 《 
り。 【四】 N 羅漢 梁 ^ 云 ふ。 【五】 愛欲 嫁の 銪煩惱 。 【六】 以下 
四二三偈まで»轾«集六二〇|六四七偈參照。【七】生のためじ， 
母の f : め 1: 婆 嫌 門と 呼ぶ： とな L 0 【八】 所 m 四姓 中の 婆 » 門 il 
:: 生れれ*もの (1 世 » 4- 呼ぷ |: 巨0(»义 |: 友)の狃を以てせリ、 

41 丨ブ丨 デ 

故 1 : 彼な 稱して bhovsi (佛を 呼ぶ に « の语を 以てす it の) と 名 
けれ”。 【九】 紐 lt * l : 譬へ 、 If lx 愛 1: 、 索 U 六十 二 見 に、 0 f 木 II 
之 か 無明 !: « ふ、 而 して 智者と W 四 蹄の W か 知 る 人の W なり。 
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